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昭
和
3
6年
新
予
算

奇
履
線
額
四
千
二
百
二
十
二
万
円

そ
の
他
十
六
件
を
議
了
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印刷所 小林印刷所

今月の納税
固定資産税 第一期

軽自動m税 全期

明和工地改良伐 オー期

有線放送分担金 四月分

｛県税自動車税は五月 |I になりました } 

昭
和
一
二
十
六
年
度
予
算

前
年
よ
り
九
七
八
万
円
増

予
算
、
四
、
庁
内
機
構
に
つ
い
て
、
｀

総
頷
二
、
六
―
一
、
八0
0
円
万
、
数
客
の
露
点
目
栢
に
つ
い

前
年
度
よ
り
二
五
三
、
八
0

て
、

0
円
の
増
額
。
六
、
屋
外
灯
の
問
関
に
つ
い

C
-

0
新
年
度
渡
船
予
箕
、
以
上
（
堀
口
節
睾
貝
）

千
津
井
下
川
岸
の
渡
船
で
、
七
、
明
和
村
土
地
改
良
区
と
村r

馨
充

0
八
、
八
0
0

円
、
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
鯉
沼
議

且
伍

E
l
l
炉
地
買
，
金
印
設
む
に
つ
い
て
、
一

牧
に
つ
い
て
（
奈
良
原
慮
貝
）
（
尾
花
議
員
）

l

二
、
低
所
得
者
、
母
子
家
庭
、
以
ヒ
に
つ
，
、
て
議
貝
よ
り
活
発
ヽ
ヽ

貪
困
者
の
子
弟
に
関
す
る
奨
学
な
質
問
が
あ
り
、
村
長
、
教
育
｛
〉

保
障
制
度
に
つ
い
て
、
長
よ
り
詳
細
な
る
笞
弁
が
あ
り

三
、
中
小
農
民
の
経
営
を
守
る
六
日
間
の
日
程
通
り
全
部
終
了
―
’

た
め
の
農
業
資
金
貸
付
制
度
に
L
た
。

っ
い
て
、

今
サ
の
予
算
は
昨
年
度
に
比
ぺ
万
円
、
産
業
教
育
設
備
費
負
担

明
和
村
議
案
一
ケ
年
の
財
政
を
ま
か
な
う
新
年
度
予
算
、
総
額
四
千
＝
ー
百
二
十
二
万
円
や
、
そ
の
他
条
例
の
改

正
等
十
六
件
の
認
案
を
審
睾
す
る
一

l一
月
定
例
村
瓢
会
は
、
三
月
十
日
開
会
さ
れ
仝
月
十
五
日
、
会
湖
六
日
間
に
わ

t
s
る
審
議
の
結
果
原
案
通
り
決
定
を
見
ま
し
た
°
て
一
―

1
0％
に
当
る
九
百
七
十
八
金
十
石
万
円
増
な
ど
に
対
し
て

万
円
増
の
四
千
二
百
二
十
二
万
統
計
調
査
費
や
選
挙
費
な
ど
の

0

固
定
g
畦
詳
細
審
五
委
員
の
五
十
万
八
干
八
百
円
で
請
負
正
に
つ
い
て
、
で
、
オ
入
は
地
万
交
付
税
の
円
に
な
り
ま
し
た
こ
の
増
え
た
委
託
金
が
減
つ
て
差
引
九
万
円

且
選
任
に
つ
い
て
、
う
こ
と

0

識
員
の
給
与
改
正
に
と
も
な
増
額
五
三
万
四
千
五
百
円
、
主
な
も
の
は
常
勤
職
員
（
役
場
の
増
に
な
っ
た
。

菰
貝
と
管
内
小
中
学
校
の
使
丁
繰
越
金
は
前
年
匹
ャ
六
万
六
千

小
林
愛
之
輔
氏
が
再
選
と
な

0
明
和
村
職
貝
の
給
与
に
関
す
い
教
育
委
貝
、
教
育
長
の
給
オ
出
は
給
与
改
訂
に
よ
る
追

っ
た
。
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
与
改
正
。
加
、
中
学
校
備
品
、
机
腰
掛
並
び
に
給
食
夫
）
の
給
与
関
係
円
だ
っ
た
の
が
、
本
年
は
百
五

0
公
平
委
員
会
の
委
員
選
任
に
て
、

0
明
和
村
報
酬
及
び
費
用
弁
侶
放
送
用
拡
声
機
等
賣
゜

村
つ
い
て
、
が
百
ヒ
＋
＇
耳
万
円
で
、
そ
れ
に
十
三
万
四
千
円
増
の
一
ー
百
万
に

伴
う
負
担
金
二
十
四
万
円
、
非
な
っ
た
。

人
事
院
、
八
八
勧
告
に
よ
り
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
〇
昭
和
＝
＝
六
年
度
明
和
村
オ
入

常
勤
の
特
別
職
（
諷
貝
、
消
防
雑
収
入
で
は
、
国
民
年
金
印
紙

日
比
野
和
吉
氏
が
再
選
と
な
国
家
公
務
員
の
給
与
改
良
に
い
て
、
オ
出
予
算
、

貝
、
数
育
委
員
、
農
業
委
員
、
売
払
代
金
三
百
一
一
十
七
万
円
団

っ
た
。
準
じ
改
正
せ
ら
れ
た
。
県
下
統
一
せ
る
費
用
弁
償
額
別
項
の
通
り
、

0
寄
附
受
入
れ
に
つ
し
て
、

0
明
和
村
長
、
助
役
、
牧
入
役
に
改
正
。

0

昭
和
三
十
六
年
度
明
和
村
健
選
挙
管
理
委
員
等
）
の
報
酬
な
体
支
出
金
五
十
二
万
円
増
な
ど

租
梅
島
小
学
校
P
T
A
よ
り
ぺ
等
の
諸
給
与
条
例
の
一
部
改

0

明
和
村
消
防
団
条
例
の
一
部
康
保
険
特
別
会
計
オ
入
オ
出
ど
が
万
十
六
万
円
、
特
別
会
計
で
三
百
七
卜
六
万
九
千
八
百
円

ル
タ
イ
マ
'
-
台
、
価
格
―
―
正
に
つ
い
て
、
改
正
に
つ
い
て
、
予
算
、
へ
の
繰
出
金
で
有
諒
放
送
と
水
に
な
っ
た
。

追
会
計
ヘ
一
ー
百
万
十
式
万
円
、
そ
の
他
衛
生
負
担
金
や
手
数
料

万
一
千
円
相
当
の
寄
附
受
入
哀
貝
の
給
与
改
正
に
と
も
な
消
防
団
役
貝
並
び
に
一
般
団
総
額
一
ご
一
七

れ
、
い
、
特
別
闘
の
給
与
改
正
せ
員
の
報
酬
を
改
正
°
別
項
の
通
り
五
、

0
0
0

明
新
し
い
事
業
で
小
児
マ
ヒ
の
予
な
ど
の
増
牧
分
を
合
せ
る
と
前

l

防
接
穏
費
十
五
万
円
、
国
民
年
年
に
比
ぺ
九
百
七
十
八
万
円
増

〇
朋
和
村
渡
船
越
立
請
負
受
諾
ら
れ
た

e
0

明
和
三
五
年
度
明
和
村
オ
入
円
で
前
年
度
よ
り
一
、0
、

金
関
係
三
百
三
十
四
万
円
、
利
の
四
千
二
百
―
i
十
二
万
円
の
オ

に
つ
い
て
、

0
明
和
村
数
育
委
員
会
の
数
育
オ
出
追
加
更
正
予
算
、
五
、

0
0
0
円
の
増
加
。

根
加
用
水
の
オ
ニ
取
入
口
に
関
入
合
計
に
な
っ
た
。

千
津
井
下
川
岸
の
渡
船
を
金
長
の
諸
給
与
条
例
の
一
部
改
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
一

0
新
年
度
有
線
放
送
特
別
会
計
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し
て
六
十
万
円
を
事
業
主
体
の
要
す
る
に
本
年
度
は
顕
魯
述
べ

廣
域
簡
易
水
道
完
成
「
土
地
改
良
区
へ
助
成
す
る
。
そ
た
国
民
年
金
、
小
児
マ
ヒ
、
第

）
皆
さ
ま
、
お
待
ち
か
ね
の
広
域
簡
易
水
道
ば
、
昨
年
九
月
一
日
の
他
需
用
費
関
係
で
万
十
九
万
二
取
入
口
、
水
道
事
業
等
、
新

地
起
工
以
来
実
に
七
ヶ
月
余
の
長
い
日
月
を
要
し
て
、
伊
藤
建
設

P
lな
ど
が
増
額
し
て
オ
出
合
計
規
i
j
l
芙
だ
け
を
見
て
も
六
百
六

源
漏
ね
唸
ょ
っ
て
、
こ
の
た
び
よ
う
や
く
エ
暇
が
完
成
ぃ
四
千
二
百
二
十

li
万
円
に
な
っ
十
四
万
円
に
な
り
、
そ
れ
に
人

く
、
た
訳
で
あ
り
ま
す

0

件
費
の
増
額
分
と
、
尚
従
来
追

l
J
一
．
の
事
業
は
昨
年
と
今
年
度
の
一
ぷ
～
年
の
綿
院
単
業
で
、
総

直
事
業
費
四
、
一
七
一
万
幽
千
円
（
内
工
事
費
斐
3
入
）
万
円
J
オ
入
に
つ
い
て
は
従
来
一
悉
多
加
予
算
で
相
当
増
額
さ
れ
て
い
》

・
用
地
費
i
ー
云
万
四
千
円
＂
設
計
監
督
費
―
―
六
万
円
）
の
全
国
か
っ
た
村
税
が
税
率
を
変
て
ず
た
需
用
費
に
つ
い
て
も

4「
後
の

が
で
も
珍
し
い
明
和
村
始
ま
つ
て
以
来
の
大
事
業
で
あ
り
ま
し
た
に
、
而
も
扶
査
醒
減
を
一
工
＇
円
追
加
シ
極
力
避
け
る
た
め
過
去

域
こ
の
事
業
の
財
源
と
し
て
は
国
庫
補
助
金
七
四

0
万
円
°
村
増
や
し
て
一
人
一
ー
百
八
十
円
に
の
実
績
を
参
考
に
し
て
増
額
し

支
出
金
七
0

一
乃
四
干
円
（
予
定
）
個
人
分
担
金
一
、
一
―
―

1
0

改
め
、
自
然
増
と
差
引
き
十
万
た
が
、
こ
れ
ら
増
額
分
を
、
交

．
麿
万
円
°
偕
入
金
一
、
六
0
0

万
円
°
計
四
、
一
七
一
万
四
千
円
万
円
増
の
一
千
六
百
六
ャ
究
万
付
税
と
繰
越
金
と
雑
牧
入
の
増

円
に
な
っ
て
全
体
の
三
九
％
四
で
充
当
し
た
事
に
な
る
。

村
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

1
1

現
仕
の
加
入
戸
数
は
一
、
一
三
一
二
芦
0

既
設
二
万
八
．0
1
1
-
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f
三
（
前
年
万

0
％
八
六
）
に
な

三
ん
一
戸
と
な
り
八
割
昇
強
の
加
入
率
と
な
り
ま
す
。
（
た
。
五
月
の
天
気
概
況

I
●
つ
ぎ
に
今
年
一
番
大
き
い
財
涼
夭
気
の
変
化
が
早
く
は
し
り

1
9

去
る
四
月
十
七
日
に
波
工
検
玉
を
行
．
．
．
愈
々
本
格
的
給
水
を

始
め
ま
す
が
、
水
量
は
極
め
て
幾
富
°
水
質
良
好

0

水
温
―
-
=
-

明
度
と
い
9
全
く
優
秀
な
水
道
と
折
紙
し
J
つ
け
ら
れ
ま
し
た
°
に
な
っ
た
交
け
税
は
、

I
Y百
十
梅
雨
が
数
B

統
く
こ
と
も
考
え

万
円
増
の
一
千
六
百
九
十
万
円
ら
れ
ま
す
。

に
な
っ
た
が
、
玩
貝
の
給
与
改
気
温
の
袈
動
が
大
き
く
十
日

説
皆
さ
ま
充
分
水
濯
を
ご
利
用
下
さ
い
0

但
し
農
業
用
水
と
し

員
て
は
堅
く
禁
止
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
お
互
に
充
分
注
意
し
た
い

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す0

訂
な
ど
に
伴
つ
て
大
巾
に
増
え
前
後
は
か
な
り
低
く
晩
霜
が
け

葛
水
道
料
金
は
給
水
条
例
に
よ
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
る
事
が
見
込
ま
れ
る
の
で
ま
だ
ね
ん
さ
れ
ま
す
が
、
平
均
で
は

相
当
な
余
裕
が
考
え
ら
れ
る
。
並
か
や
や
高
め
で
し
よ
う
。

(
V
ロ
ロ
担
目
“
胃
一
戸
認
臼
伍
ロ
コ
＿
す
直
麗
は
や
や
多
め
の
見
込
で

一
千
津
井
部
格
、
J
ヽ
ば
利
根
は
約
―
―
万
鉢
出
荷
し
ま
し
た
が

一
川
の
岸
に
細
艮
く
つ
ら
な
る
、
三
十
＿
ハ
年
度
は
五
万
鉢
ヤ
J
目
棚

）
戸
数
一
〖
当
程
の
純
牒
の
部
に
し
て
居
リ
え
す
が
、
将
来
は

ム
祐
に
て
、
副
菜
と
し
て
花
作
り
ー
つ
の
9
ー
カ
ー
と
し
て
は
ど

を
始
め
た
、
リ
ー
ク
ー
は
酒
井
う
し
て
も
十
万
鉢
に
し
な
く
て

一
孝
さ
ん
で
、
暴
菜
経
営
も
米
麦
は
と
言
つ
て
居
り
ま
す
。

し
だ
け
で
は
将
来
百
つ
ま
り
を
来
酒
井
さ
ん
は
今
年
新
し
い
印

フ
す
、
同
か
少
な
い
面
積
か
ら
比
業
と
し
て
、
四
月
か
ら
八
月
ま

り
較
的
多
い
収
入
を
と
考
え
、
将
で
花
の
温
室
が
あ
く
の
で
、
裏

来
性
の
あ
る
も
の
と
L
て
花
作
作
と
し
て
メ
・
ロ
ン
栽
培
を
始
め

咤

n

を
考
え
た
、
生
活
が
安
定
し
た
、
七
月
に
は
明
和
村
に
も
香

孝
食
生
活
も
向
上
し
て
来
る
と
生
り
高
い
メ
ロ
ン
が
見
ら
れ
る
と

井
活
に
ゆ
と
り
が
出
来
、
花
を
誂
思
い
ま
す
。

め
生
活
を
豊
か
に
す
る
の
が
人
現
在
ク
ラ
プ
貝
は
十
七
名
に

柑
情
な
の
で
｀
将
来
性
が
あ
色
―
て
、
会
長
酒
井
孝
、
副
会
長
野

a
J
確
信
を
以
つ
て
始
め
た
、
本
清
、
会
計
野
本
久
雄
氏
で
、

＇
説
始
め
た
の
は
昭
和
二

r

叫
年
毎
塁
回
位
県
り
1
0
作
り
の
技

ダ
質
で
会
貝
十
名
程
、
最
初
の
頃
は
術
の
研
究
や
打
合
を
や
つ
て
居

亨
｀
宜
責
店
叫
虐

ら
鉢
も
の
に
変
り
、
花
も
ン
ク
花
作
り
は
同
ん
と
言
っ
て
も

千
津
井
花
排
ク
ラ
ブ
を
た
ず
ね
て

-
r，
メ
ン
、
ン
ネ
ラ
リ
ャ
、
コ
リ
技
術
が
オ
ー
で
そ
れ
に
き
本
が

等
に
な
り
価
格
も
早
（
出
し
た
か
ヽ
り
、
な
か
な
か
簡
単
に
始

も
の
は
一
鉢
一
ー
ー
百
円
か
ら
四
百
め
ら
れ
な
い
、
群
屈
県
で
も
一

合
％

2
7
8
8
6
6
6
7
8
1
2
9
4
1
1
2
7
7
3
6
5
3
6
2
7
6
9
5
0
0

円
に
も
な
っ
た
0

出
荷
も
三
月
つ
に
湿
つ
て
協
同
出
荷
し
て
居

5
3
2
2
L
9
3
1
0
0
L
h
か
0
、
一
っ
ば
い
で
終
り
現
在
は
来
春
る
の
ば
こ
ヽ
の
9
う
プ
位
で
、

1
1
1
0
用
の
．
9
ケ
ラ
メ
ン
等
の
苗
作
り
将
来
相
当
伸
び
る
も
の
と
属
目

割

2
2

に
当
つ
て
居
る
、
一
ニ
ャ
五
年
度
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
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．
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葬
g
O
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0
0
言

8
0
0
7
0
0

言

9
0
0
0
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予
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江
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か
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区
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友
衛
新

h

同
代
理
の
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選
が
行
わ
れ
異
動
大
佐

H
O

鯉
紺
―
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i
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オ
ー
が
あ
り
ま
し
た
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木
年
度
の
各
●
折
ぽ
栄
吉

費
費
費
費
費
致
費
毀
費
笠
費
喪
金
金
計

設

才
目
施
産
済
査
出
合
部
落
の
区
長
さ
ん
た
ち
は
次
の
矢
烏

0
清
水
茄
一
新

人
会
場
防
木
育
麟
衛
経
産
調
挙
似
備
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
●
石
川
茂
新

支
〇
印
は
区
尺
●
印
は
同
代
入
々
谷

0
金
子
三
郎
新

費
紐
傑
業
計
出
理
新
は
新
任
区
長
⑥
印
●
金
子
慎
一
元

才
磁
役
消
土
敦
社
保
産
財
統
選
公
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予
オ
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区
長
会
長
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印
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同
副
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|
_
|
_
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1
2
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6
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8
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会
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◇
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消
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異
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＇
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江
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o
e項[
口
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消
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1
1
1
は
目
四
？
日
g

明
割

{
4
0
ロ
芯
ば
こ
ば

0
0
●
篠
原
伝
一
郎
新
け
｀
丘
紀
新
陣
容
と

団
長
ぽ
塚
弥
一

1
斗
合
用

0
橋
本
長
次
郎
新

度
●
本
島
寿
一
新
刷
f
l
l
長
小
平
喜
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〇
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⑰
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紐
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昭
和
一
二
十
六
年
度
の

地
方
税
の
改
正

軽
自
動
車
四
輪
は
＝
＿
千
五
百
円
に

電
気
ガ
ス
税
三

0
0
円
以
下
は
免
税

昭和36年度叫和村国民健康保瞼特別
会計オ入オ出予算

オ入合計 11,270 、 500 1 、t06 8 、 155

区 分 予界韻被保険者1人当頷肢保険者 111 帯
役場費 1,286 500円 た31廿 931 
保険給付翌 E、 ece,5(O 1,276 6 、 481
保傾施設費 767 、 400 . 110 555 
その他の支出 260,100 37 _ 188 
支出合計 11 、 270 、 500 1 、 606 8、 155

と
改
正
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
＿
百
分
の
一
•
四
の
額
で
す
。
―
-
、
く
ん
煙
法
ぺ
く
広
口
の
空
缶
に
翫
油
三
リ
一
け
保
険
区
で
あ
っ
て
小
保
険
証
i

で
す
c
士
抽
の
評
価
額
は
木
年
度
は
果
国
、
桑
、
薪
菜
畑
の
各
所
℃
ッ
ト
ル
程
度
を
入
れ
、
反
当
＝
一
を
持
参
し
·
一
ょ
い
で
出
計
に
か
、

ニ
固
定
資
産
税
前
年
宮
に
比
べ
約
三
％
騰
り
ま
藁
類
籾
殺
、
鋸
屑
、
薪
等
の
沌
0
-
1
1
1
0
ヶ
所
位
配
ば
し
ま
す
ー
た
場
合
て
の
心
い
社
辺

4

宅
額
払

今
度
の
改
正
で
は
直
接
村
民
し
た
c
そ
れ
ば
土
地
の
売
四
価
煙
材
料
を
堆
租
し
、
夜
半
気
温
点
火
す
る
時
期
は
塊
士
、

l
ザ
よ
込
人
仮
い
、
本
9
m
"
し
て

に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
格
等
が
国
つ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
四
復
内
外
に
低
下
し
た
ら
点
の
気
湿
が
一
度
に
低
下

L

た
時
―
村
よ
り
そ
の
駅
ぷ
・
1
1
の
半
俎
以

う
で
す
。
に
よ
り
ま
す
が
、
こ
の
評
価
に
一
火
し
時
々
撤
水
又
は
生
草
を
覆
を
目
朕
に
新
聞
紙
寄
で
点
火
す
よ
り
と
支
舶
し
て
臼
・
リ
お
令
を
船

こ
ヽ
で
昭
和
三
十
六
年
度
の
つ
い
：
I
t
匂
年
平
均
価
格
が
限
っ
て
燃
え
る
の
を
防
ぎ
煙
の
う
る
、
点
火
后
は
日
の
出
迄
燃
焼
焚
伐
と
い
い
ま

1
0

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
お
知
せ
よ
り
指
示
さ
れ
ま
す
、
そ
れ

L
-
1

ち
に
水
蒸
気
を
含
ま
せ
て
耕
地
を
続
け
、
疎
霜
宙
の
危
険
が
去
次
の
様
な
場
合
に
似
養
伐
と

し
ま
す
°
固
定
資
産
税
ば
、
＇
工
拠
つ
て
評
価
拉
を
行
う
わ
け
で
フ
全
面
に
柵
曳
か
せ
熟
の
幅
射
を
つ
た
時
に

r
、
夕
を
し
て
消
し
ま
し
て
支
給
す
る
こ
と
が
出
来
ま

地
、
家
屋
償
却
、
資
産
の
評
価
そ
の
価
研
ば
次
の
通
り
で
す
。
／
遥
る
万
法
で
日
の
出
頃
迄
続
け
す
。
す
。

額
を
課
税
栖
準
と
し
て
、
そ
の
（
る
、
燃
料
は
一
・
ケ
所
で
多
ほ
に
陳
界
害
苔
報
が
発
令
さ
れ
る
と
0
大
学
病
硫
そ
の
他
の
特
別

使
用
す
る
よ
り
ケ
所
を
多
く
（
夜
中
の
十
一
一
時
頃
か
ら
二
、
三
の
お
医
者
さ
ん
て
な
い
と
治
祖

地
万
税
法
の
一
競
改
正
の
法
一
0
万
円
以
下
の
金
額
一
ー
％
昭
和
三
十
一
年
度
八
、
二
0
土
地
家
屋
の
評
価
指
示
平
均
価
額
（
単
位
円
）
―
ヤ
｛
反
当
百
ヶ
所
位
＞
す
る
事
が
効
時
頃
迄
が
降
霜
の
危
険
時
間
で
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認

閾

1
1
た
ゞ4
「
国
会
で
寄
誤
中
円
0
0
円
区
分
昭
和
三
十
六
年
度
三
十
f
i
年
度
増
割
合
|
)
果
が
高
い
、
又
集
団
的
に
共
同
す
か
ら
此
の
頃
の
温
度
に
注
意
め
る
と
き

で
あ
り
i
す
が
、
凸
ゞ
原
案
通
一
0
万
円
を
超
え
る
金
額
三
昭
和
一
二
十
二
年
度
八
、
ニ
ニ
田
（
反
）
三
二
九
几
0
三
一
i
o
―
四
九
七
六
一
、
0
-
―
―
入
し
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
し
て
応
急
対
策
を
実
施
す
る
か
0
被
保
険
者
が
緊
急
そ
の
他

り
決
定
さ
れ
る
見
込
で
あ
り
硯
一
0
0
0
円
0
円
効
果
は
一
屈
高
ま
る

0

ど
う
か
を
決
め
ま
す

0

今
后
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
国

も
関
係
の
あ
る
も
の
を
ひ
ろ
つ
―
-
0
万
円
を
超
え
る
金
額
四
昭
和
三
十
三
年
度
究
、
0
六
畑
(
"
)
-
―
ニ
―
0
七
―
-
0
竺
ハ
J
ハ
六
四
―
-
、
0
三
暉
『
―
1
-
、
加
熱
法
有
線
放
送
に
依
つ
て
凍
霜
害
菩
民
紐
駆
保
険
取
扱
機
関
以
外
の

低
質
の
訳
油
を
燃
焼
す
る
方
法
報
が
発
令
さ
れ
た
時
は
、
直
ち
病
浣
、
診
原
所
ま
だ
は
薬
局
そ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
―
―
,
o
o
o
円
0
円
宅
地
（
坪
）

l
-四
0

I
i
＝
二
九
一
、

O
i
二

一
、
村
民
税
H
0
万
円
＿
瓦
超
え
る
金
額
万
昭
和
三
十
四
年
度
嗅
七
0
山
林
（
反
）
一
八
九
六
0
仝
ハ
六
デ
ニ
九
五
一
、
0
-
―
一
で
比
較
的
手
数
が
省
け
、
効
果
に
晋
戒
態
勢
に
入
れ
る
よ
う
今
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
診
租
、

）
．
竺
現
在

d

村
に
於
て
村
民
八
っ
0
0
円
0
円
原
野
（
”
）
を
ハ
―
―
―
万
三
九
｝
―
―
―
二
九
一
、
0
四
は
極
め
て
涵
い
の
で
広
く
こ
の
か
ら
資
材
シ
涅
備
し
て
被
害
の
調
剤
の
支
給
ま
た
は
手
当
を
受

9

一
家
屋
（
坪
）
二
七
七
九
―
i
七
七
三
六
一
、
0
0
-
―
万
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
果
防
止
に
努
め
ま
し
よ
う
。
け
た
塩
合
に
お
い
て
心
要
が
あ

税
は
と
の
よ
う
に
賦
課
さ
れ
て
一
0
0
万
円
を
超
え
る
金
額
昭
和
三
十
五
年
度
三
、
九
i
、

樹
、
桑
畑
等
の
場
合
に
は
な
る
（
産
業
課
）
る
と
認
め
る
と
き

い
る
か
と
見
て
み
ま
し
よ
う
。
1
ハ
％
一
八
0
0
0
円
0
円

報
過
日
皆
さ
ん
か
ら
申
告
が
あ
り
ー
百
0
万
円
を
超
え
る
金
額
昭
和
三
十
六
年
度
三
、
八
八
新
、
増
築
家
屋
に
つ
い
て
は
た
も
の
を
、
一
一
輪
の
も
の
だ
け
’
0
被
保
険
者
が
保
険
証
を
提

ま
し
た
村
民
祝
甲
告
む
を
検
討
七
％
三
三
、
-
J
o
0
円
0
円
毎
年
評
価
基
準
に
よ
っ
て
評
価
を
疾
囲
と
し
一
二
輪
の
も
の
年
額
一
ー
示
し
な
い
で
瓶
咬
取
扱
機
関
に

～
i
し
査
を
し
て
税
額
か
打
出
さ
れ
所
得
割
の
扶
養
軽
減
と
な
っ
て
お
り
昭
和
三
十
一
年
し
ま
す0
昭
和
―
二
十
万
年
度
以
二
千
円
、
四
輪
も
の
乗
用
（
ス
渚

1
路
坤
E

修
に
一
醐

{
m｛
仁
千
今
止
m床
吟
g
如
行
の
二
紬

m
め
七
ル
つ
い
て
む
脱
父
は
諷
剤
の
支
給

ま
す
。
個
人
村
民
税
の
均
等
割
扶
要
親
族
一
人
に
付
―
―
八
0
度
と
昭
和
三
十
六
年
度
を
比
ぺ
前
の
家
屋
に
つ
い
て
は
損
耗
と
パ
ル
な
ど
）
を
年
額
三
千
五
百
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
被
保

広
及
ひ
所
得
割
の
税
率
ぱ
次
の
通
円
一
前
年
度
は
一
一
六
0
円
）
を
る
と
税
額
で
四
一
ニ
1
1
0
円
、
割
建
築
費
の
値
上
り
と
が
相
殺
さ
円
、
貨
惚
用
年
額
一
一
千
巧
百
円
ダ
ン
プ
カ
ー
を
購
入
一
▽
国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
△
め
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
険
者
証
を
提
出
し
な
か
っ
た
こ

▽
が
四
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
△
そ
れ
に
よ
り
役
場
で
は
国
民
年
と
が
緊
急
、
そ
の
他
や
む
を
得

り
で
す
c
税
額
控
除
し
ま
す

0

合
で
五
三
％
程
度
の
減
と
な
つ
れ
て
据
筐
と
い
う
こ
と
に
な
つ
に
改
正
に
な
り
ま
す
。

▽
し
た
。
△
金
手
帳
に
国
民
年
金
印
紙
を
所
な
い
理
由
に
よ
る
も
の
と
認
る

均
等
割
一
人
―
1
0
0
円
扶
猥
親
族
と
は
村
民
税
の
納
て
い
ま
す
°
て
お
り
ま
す
。
四
、
電
気
ガ
ス
税

寸
ヽ
昨
年
十
月
か
ら
国
民
年
金
の
定
欄
に
は
り
つ
け
検
惚
い
た
し
と
き
。

（
家
菜
専
従
者
で
他
に
所
得
が
税
義
務
者
と
同
一
生
計
の
前
年
次
に
非
課
税
規
定
の
一
部
改
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
し
零
細
負
担
排
除
の
趣
旨
か
ら
村
道
補
修
に
今
迄
小
型
ト
ラ
ノ
荷
役
に
出
て
四
つ
て
い
た
の
が

基
本
e

あ
り
ま
す
、
租
み
た
て
ま
す

0

右
の
よ
う
な
場
合
に
療
蓑
費

序
な
い
者
は
一
0
0
円
を
軽
威
）
分
の
所
得
が
万
万
円
以
下
の
親
正
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
て
、
土
地
に
つ
い
て
は
約
三
％
新
た
に
免
税
点
を
設
け
て
、
一
ク
を
使
用
し
て
い
た
が
こ
れ
で
今
后
は
其
の
必
要
が
な
く
な
り

に
よ
る
年
金
の
届
出
の
受
付
け
な
お
、
次
の
場
合
は
役
埠
年
が
村
よ
り
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

所
得
割
罪
税
栖
準
額
（
所
族
を
い
ヽ
ま
す
。
す
、
現
在
、
未
威
年
考
、
六
十
程
度
税
額
が
増
え
る
こ
こ
に
な
9
月
の
屯
気
使
用
料
金
が
三
0
は
交
通
塁
の
増
加
と
土
地
改
良
連
搬
計
画
に
碁
つ
い
て
区
長
さが

役
局
に
お
い
て
開
始
さ
れ
、
金
係
へ
お
申
出
で
下
さ
い
c
な
り
ま
す
が
、
0
の
場
合
は
必

得
金
額
か
ら
基
硯
控
除
九
万
円
尚
こ
ヽ
で
本
村
の
年
度
別
の
五
年
以
上
の
者
又
は
雰
婦
に
つ
り
ま
す
c
0
円
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は
事
業
に
よ
る
追
路
の
新
設
な
ど
ん
か
ら
砕
石
の
降
し
場
所
と
指

和
を
引
い
た
額
）
に
次
の
税
率
を
村
民
税
（
所
得
割
）
の
負
担
を
い
て
は
年
所
得
十
三
万
円
以
下
三
、
軽
自
動
車
税
税
を
課
さ
な
い
こ
と
に
な
り
す
の
た
め
破
担
が
甚
だ
し
く
、
路
定
さ
れ
れ
ば
其
処
に
運
び
ま
こ
の
村
で
は
届
出
が
百
％
完
了
一
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
一
ず

B
前
に
役
場
に
き
て
承
謬
を

乗
じ
た
額
見
て
み
ま
す
と
、
課
税
栢
律
額
で
あ
る
場
合
に
は
非
課
税
と
す
軽
自
動
車
税
の
う
ち
軽
自
動
す
0

現
在
毎
月
使
用
電
気
料
金
面
の
完
全
維
持
が
到
底
困
難
な
す
、
今
后
は
ダ
ン
イ
カ
ー
の
機
一
該
当
す
る
も
の
全
蔀
の
万
が
加
困
難
な
場
合
に
は
免
除
さ
れ
受
け
て
下
さ
い
。

入
さ
れ
ま
し
た
0

る
制
度
が
あ
り
ま
す
0

村
の
承
認
を
受
け
な
い
で
保

（
課
税
摂
準
額
、
税
率
、
累
進
二
0
万
円
扶
養
親
族
四
入
t
夫
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
車
に
つ
い
て
の
負
担
の
均
衡
を
の
一
0
％
が
料
金
と
一
緒
に
徴
の
で
今
度
新
ら
し
く
、
い
す
ず
動
力
を
高
段
に
発
抑
し
て
鋭
意
―

こ
れ
も
将
来
の
祖
さ
ん
の
所
二
、
保
険
料
の
前
納
万
法
が
あ
険
医
以
外
の
特
別
の
医
租
を
受

控
除
額
の
順
）
婦
及
子
―
―
一
人
）
の
湯
合
す
が
、
こ
れ
は
十
五
万
円
以
下
計
る
た
め
一
率
千
万
百
円
だ
っ
牧
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

0

自
動
車
ヂ
ユ
ー
ゼ
ル
―
二
石
馬
迫
路
の
完
全
維
持
に
当
り
ま
す

明
＇
！
ー
i
t

1
1

ー

1

i

(
)
I
I

i
!
i

l
I
`
;
`
)
I

i
ー
ー
ー
）
ー
ー
i
ー
！
ヵ
の
大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
を
購
入
か
｀
更
に
毘
路
を
よ
り
よ
く
す
得
の
保
障
を
よ
り
一
塁
高
め
る
り
ま
す

0
毎
月
保
険
料
を
納
げ
た
場
合
J
"
烈
昂
蚊
＄
＾
給
す

◇
•
◇
◇
◇
:
0
.
0
◇
：
◇
・
・
◇
•
◇
．
◇
―
-
石
一
、
一
七
0
七
一
1
一
九
中
卒
か
ら
満
―
―
十
オ
ま
で
の
も
職
業
―
二
日
三
六
”
し
村
道
補
修
に
就
き
ま
し
た
。
る
た
め
に
皆
さ
ん
の
一
屈
の
御
た
め
の
ご
理
解
に
よ
る
も
の
と
め
る
の
が
、
と
て
も
め
ん
ど
る
こ
と
か
で
き
な
し
沿
台
も
あ

甘
"
-
―
―
八
一
、
一
0
0
七
0
0
の
に
霞
点
を
置
き
た
い
の
で
あ
西
部
職
業
二
三
日
六
0
”
こ
の
車
は
前
に
比
ペ
ニ
倍
以
ヒ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ぉ
察
し
い
た
し
ま
す

0

う
だ
と
か
い
う
こ
と
も
あ
り
り
さ
す
か
ら
充
分
御
注
意
下
さ

り
教
一
＿
育
一
一
維
一
：
t
〉
三
九
一
、
0
-
―
―
六
六
七
一
る
が
、
中
卒
後
家
庭
に
と
ど
土
計
一
〇
七
日
四
0
七
”
の
運
搬
能
力
を
も
ち
、
而
も
今
（
産
業
課
＞
い
よ
い
よ
、
四
月
か
ら
保
険
ま
し
よ
う
。
そ
う
い
う
人
は
い
。

九
七
四
六
四
―
―
る
も
の
は
極
め
て
少
数
で
あ
り
な
お
、
学
級
生
は
男
九
三
、
迄
は
各
部
落
か
ら
砕
石
降
し
の

◇
.
^
3
:
·◇・
・
・
◇
·
:
0
:
·
◇

.. 

◇
・
・
・
◇
・
・
・
◇
・
・
◇
・
・
・
◇
ー

C

料
の
納
入
で
す
。
そ
の
納
め
7
5

前
納
と
い
う
方
法
が
あ
り
、
9
9
9
9
,
;

四
一
九
四
二
五
八
三
た
ま
た
ま
家
庭
に
と
ど
ま
る
も
女
六
0
、
計
で

2

＝
に
の
ぼ
つ
は
近
く
国
民
年
金
手
帳
と
納
入
前
納
年
数
に
応
じ
相
当
の
割

明
細
書
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
引
に
な
り
と
く
で
す
。

◎
敏
職
貝
の
異
動
に
つ
い
て
に
と
ど
め
た
結
果
、
転
出
二
名
四
ニ
ー
天
三
―
―
一
の
も
大
部
分
が
、
会
杜
、
商
店
て
い
る
が
、
実
出
席
者
は
少
な
・
・
・
（
）
．
．

... 

）
ヽ
・
ヽ
V
(
•
•
•
(
I
‘
‘
•
•
•
V
.
.
.
‘

.. 

ヽ
（

.. 

‘
‘
.
(
I
‘
•
V
~
ヽ
・
・
・
・
ヽ
，

A

度
末
転
員
の
異
動
に
つ
い
新
規
採
用
一
名
と
い
う
こ
と
＂
」
四
三
ー
匹
七
七
等
に
就
職
し
、
家
業
に
従
事
し
か
っ
た
。
呻

5手
祖
に
叶
江
宰
屈

L

土
で
し
卜
で
ぅ
が
、
皆
さ
ん
に
努
め
て
簡
単
に
一
二
、
住
所
を
異
動
し
た
り
、
死

(‘ 

.

.

.
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9
'
手
数
を
か
け
ず
に
保
険
料
を
納
亡
し
た
掲
合
あ
る
い
は
会
社

て
は
(
-
)
適
正
配
四
C
-
J
な
っ
た
。
そ
の
氏
名
等
は
次
の
I
g
匹
ー
雙
ハ
七
て
居
る
も
の
は
征
少
で
、
し
か
0
指
定
生
活
学
級

逸
格
者
の
登
I
l
l（
三
＂
転
貝
I
l
l通
り
。
凶
五
ー
四
四
六
も
学
習
意
欲
の
乏
し
い
も
の
1
1
佐
貫
婦
人
会
が
県
の
指
定
を
め
て
頂
く
た
め
に
、
．
お
渡
し
し
貝
や
公
務
員
に
な
っ
た
場
合

織
の
充
実
刷
新
（
四
）
新
人
の
佐
小
、
堀
口
六
郎
教
論
が
千
代
か
り
で
殆
ん
ど
出
席
し
な
い
状
受
け
て
『
明
る
い
家
庭
の
建
設
例
年
匹
月
か
ら
斤
月
上
旬
に
．
段
の
注
意
と
努
力
に
よ
っ
て
被

◎
幼
児
学
級
開
設
状
況
＿
た
国
民
年
金
手
帳
と
納
入
明
細
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
と
不
明
の

起
用
と
い
う
基
本
万
針
の
も
と
田
村
富
永
中
学
校
へ
、
件
小
‘
況
で
あ
る

0

従
っ
て
青
年
学
級
』
ー
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
牛
活
学
か
け
て
定
期
便
の
よ
う
に
や
っ
宙
ヶ
賄
揺
し
た
り
、
或
い
は
防

昭
和
三
十
五
年
度
に
お
い
て
書
に
納
め
る
金
額
を
い
つ
し
よ
点
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
、
ご
遠

に
、
全
保
的
立
塩
に
立
ち
、
全
岡
田
逹
次
数
諭
が
高
椅
市
八
幡
の
出
席
者
は
二
十
オ
を
超
え
た
級
を
年
間
計
画
的
に
開
設
し
、
て
く
る
疎
霜
害
の
被
害
、
近
頃
止
す
る
事
も
出
来
る
筈
で
す
か

各
小
学
校
に
依
頼
し
て
開
設
し
に
し
て
毎
月
税
金
の
納
入
と
慮
な
く
お
問
合
せ
下
さ
い
。

日
市
町
村
相
協
力
し
て
之
に
当
つ
小
学
校
へ
転
出
し
、
群
大
卒
の
た
幼
児
学
扱
は
、
関
係
者
の
協
も
の
が
多
く
｀
幹
部
講
習
の
感
フ
ィ
ル
ム
、
一
，
ォ
＇
ラ
ム
を
中
で
は
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

5

た
結
果
、
県
下
の
小
中
校
約
千
青
木
繁
数
論

2
舘
林
）
が
佐
小
力
に
よ
り
好
評
裡
に
終
了
し
た
が
深
い
。
心
と
し
て
効
果
的
な
学
習
を
展
つ
て
く
る
と
云
わ
れ
て
い
る
よ
分
困
え
て
、
棟
霜
害
を
未
然
に
ー

1
,
.
I

2

八
百
名
の
大
義
動
を
見
た
の
で
へ
新
規
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
そ
の
状
況
は
次
の
通
り

0

昭
和
三
十
万
年
度
に
お
い
て
開
し
た
0

う
に
過
去
、
二
三
年
を
見
て
も
防
止
す
る
た
め
に
万
全
の
対
策

月
あ
る
。
特
に
約
百
三
十
名
の
退
っ
た

0

千
江
田
学
級
も
、
中
央
学
級
、
地
区
学
級
に
〇
婦
人
会
の
学
習
活
動
一
昨
年
四
月
五
月
に
渉
る
晩
霜
を
計
り
ま
し
よ
う

0

次
に
陳
霜

5
mつ
て
訟
ふ
パ
1
1
い
L

J
~

4

転
者
を
出
し
、
一
ー
百
名
に
近
い
◎
新
入
学
児
童
男
四
〇
、
女
二
九
計
六
九
分
け
て
共
に
み
が
き
の
場
を
設
管
内
各
婦
人
会
は
群
婦
連
の
の
大
被
害
、
続
い
て
六
月
の
稀
害
防
止
対
策
と
し
て
現
在
行
わ

年
新
規
採
用
者
を
見
た
こ
と
は
、
本
炉
ぷ
5

月
か
ら
小
学
任
と
し
A
組
四
二
け
た
の
で
あ
る
が
満
足
す
ぺ
き
フ
ィ
ル
ム
、
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
を
に
見
る
降
冗
の
吝
と
秋
数
度
に
れ
て
い
て
効
果
を
挙
げ
て
い
る
醐
i
早
｛
碑

8
申
5但
[
吟
〖
の
げ
i

4
5
L

6

教
育
刷
新
上
、
誠
に
喜
び
に
た
て
一
年
に
入
学
し
た
者
の
数
は
開
設
日
数

B
組
四
二
成
果
を
あ
げ
得
な
か
っ
た
こ
と
作
る
こ
と
に
協
力
し
、
こ
のr
渉
る
台
風
の
被
害
、
又
昨
年
は
応
急
措
置
の
万
法
に
つ
い
て
ニ

3

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

0

次
の
よ
う
で
あ
る

0

梅
島
学
級
は
残
念
で
あ
る
c
そ
の
概
況
は
ィ
ル
ム
を
科
用
L
た
学
習
活
動
異
状
早
魃
に
よ
る
干
宙
等
次
々
三
の
例
を
照
会
し
ま
し
よ
う
。

V
Y月
一
日
よ
り
国
民
皆
保
険
険
証
に
よ
る
一
般
的
給
付
ー
。

和
毎
年
問
題
に
な
っ
て
い
る
へ
き
千
小
六
九
（
男
M
Y
o
、
女
二
九
）
男
二
八
女
三
汗
計
六
三
次
の
よ
う
で
あ
る

0

を
行
い
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
と
災
害
は
発
生
し
て
お
り
ま
一
、
裂
蓋
法
が
発
足
し
ま
し
た
。
祖
養
費
の
支
給
、
0
助
産
、
葬
祭

地
と
平
坦
池
の
人
事
交
流
、
小
梅
小
六
二
（
男
二
八
、
女
三
四
）
開
設
日
数
一
八
中
央
体
育
八
日
四
0
時
間
た
。
婦
人
会
活
動
が
盛
ん
に
な
す
、
今
年
小
長
期
天
気
予
報
で
作
物
か
被
籾
し
て
冷
却
を
防
ぐ
当
村
は
早
く
か
ら
国
民
健
譲
そ
の
他
の
給
付
の
三
つ
に
大
別

昭

中
間
の
交
流
等
も
比
較
的
ス
ム
佐
小
七
一
（
男
四
二
、
女
二
九
）
佐
貝
学
級
家
庭
四
0
日
ニ
―
0
”
り
、
そ
の
数
菱
が
高
め
ら
れ
て
は
五
月
に
入
つ
て
か
ら
晩
霜
が
万
法
で
桑
の
場
合
に
は
二
畦
宛
保
険
事
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
さ
れ
る
、
こ
ヽ
で
は
そ
の
一
っ

ー
ズ
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
◎
年
度
別
児
窟
庄
徒
数
の
推
移
男
四
一
女
二
九
計
七
〇
職
業
＝
一
日
八
”
行
く
こ
と
は
、
男
性
や
家
族
全
懸
念
さ
れ
る
と
云
わ
れ
て
お
り
を
一
組
と
し
両
畦
の
枝
条
を
畦
容
は
よ
く
知
つ
て
い
る
こ
と

A

療
養
費
に
つ
い
て
お
琵
し
し
士

し
い
限
り
で
あ
る
。
ゎ
が
明
和
状
況
（
推
定
）
開
設
日
致
一
九
東
、
中
、
西
体
の
理
解
と
協
力
に
よ
る
も
の
ま
す
、
殊
に
果
樹
や
桑
は
棟
病
問
に
水
平
近
く
竹
な
ど
で
伏
条
思
い
ま
す
が
、
そ
の
概
要
を
申
し
よ
う
。

村
に
お
い
て
は
、
諸
般
の
事
業
年
度
小
学
校
中
学
校
0
育
年
学
級
開
設
状
況
社
会
六
日
ニ
―
”
で
あ
っ
て
誠
に
感
謝
に
た
え
な
害
を
大
き
く
う
け
易
い
も
の
で
し
そ
の
上
に
廷
｀
コ
9
、
又
は
し
上
げ
ま
す
と
、
保
険
給
付
を
療
養
費
と
は
国
民
健
寂
保
険

ー
を
考
慮
し
、
異
動
を
最
小
限
度
三
六
一
、
一
面

I
一
七
四
デ
学
級
生
の
対
象
と
し
て
は
、
東
部
音
楽
一
六
日
三
―
―
”
し
次
オ
で
あ
る
0

す
°
然
し
こ
う
し
た
災
害
も
普
ワ
ラ
等
を
か
け
る

0

分
け
て
、
0
預
菱
の
給
付
（
保
を
取
扱
っ
て
い
な
い
医
者
、
又



昭和 3 6 年 8 月 l 6 日 :,I-3 2 号 (1) 

東
亜
石
油
油
槽
所

川
俣
吹
東
側
建
設

明和村広舘

発行所明和村役易

絹集人和田実

発行人奈良庄次郎

印刷所小林印刷所

今月の納税
ー、村（県）民税第：：期

ー、国民邸康保険税第二期

ー、有線放送分八月分
ー、水道料金八月分

ー、国民年金七、八、九月分

則
夫
、
坂
倉
知
江
、
会
計
森
尻
会
長
森
尻
祐
三
郎
、
削
会
長
島

き
ぬ
子
、
迎
見
悦
子
、
班
長
坂
田
高
男
、
金
子
ヒ
ロ
、
書
記
坂

上
芳
一
、
坂
上
ま
き
江
、
坂
上
上
ケ
イ
ノ
、
会
計
坂
登
翌
、
幹

佳
男
、
森
尻
良
枝
、
副
班
長
、
事
坂
上
ミ
キ
、
坂
上
セ
ン
、
腐

坂
上
健
一
、
窪
塚
信
芳
、
竹
迫
塚
ミ
サ
、
忍
田
た
い
ば
塚
静
子

よ
し
子
｀
宮
塚
千
恵
子
、
会
計
会
計
監
査
、
坂
上
伊
喜
雄
、
宮

監
査
丸
山
一
明
、
宮
塚
芳
江
塚
オ
リ
ノ
。

子
供
会
後
援
会
役
目
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台
風

侭
備
え

て
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◇
・
・
・
・
・
・
◇
·
:
·
：
◇
ツ
ユ
か
空
気
伝
染
に
よ
る
も
の
等
い
ろ
に
特
に
注
意
い
た
し
ま
し
う
な
い
。

夏
一
の
]
ら
夏
の
終
い
ろ
あ
り
ま
す
。
一
、
予
防
注
射
や
健
康
診
断
六
、
炎
天
に
頭
を
照
さ
な
い

◇
·
…
·
◇
·
…
•
◇
り
に
か
け
い
づ
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
は
お
こ
た
ら
ぬ
よ
う
に
こ
と
。

て
は
伝
染
伝
染
病
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
一
一
、
は
い
と
蚊
を
退
治
す
る
七
、
用
便
後
と
食
前
に
は
必

四
饂
病
の
ジ
ー
す
る
た
め
に
は
、
常
に
飲
食
物
こ
と
ず
手
を
洗
う
こ
と
。

[
O〔
工
詞
叶
門
口
叶
ー
ニ
扉
罪
叩

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
は
し
か
等

1伝
叫
宋
ゃ
〖
の
シ
＇
’
ズ
）
ク
よ
う

々
、
更
ら
に
今
年
は
小
児
マ
ヒ
明
和
村
に
は
、
今
年
に
な
っ

が
特
に
大
き
く
ま
ん
え
ん
し
て
て
か
ら
ま
だ
一
人
の
伝
染
病

き
て
い
る
よ
う
で
す
。
に
注
意
し
、
親
境
を
消
潔
に
す
三
、
保
飲
禄
食
を
し
な
い
こ
屈
者
も
発
生
し
て
い
ま
せ
ん

こ
れ
ら
の
伝
染
病
の
中
に
は
る
と
共
に
自
分
の
体
の
健
康
状
と
こ
れ
か
ら
も
一
人
の
患
者
も

病
原
体
が
口
か
ら
入
る
も
の
と
態
を
い
つ
も
挫
え
て
お
く
こ
と
四
、
用
水
堀
で
水
泳
や
洗
い
出
さ
な
い
よ
う
お
互
に
注
意

は
い
や
蚊
の
よ
う
な
こ
ん
虫
に
が
太
切
で
す

b
そ
の
た
め
に
、
も
の
は
し
な
い
こ
と

0

を
い
た
し
ま
し
よ
う
。

よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
も
の
或
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
五
、
夜
ふ
か
し
や
寝
冷
を
し
（
民
生
課
）

明和村広輻
--, 

なるい沿釦おを つ立は市散にまP. 1こ

を尼謬 9孟悶謬悶 中！汀認盈汀仁魯
とく自徒れ会発五す部 り民を村‘｀荏I‘ にい廂

｝を‘かと‘は会月る落 ／、 I まの誘のれ会こ誦‘業
晶嬰駐鱈麟魯且 介汀彗げ、：より盈腐
辻‘謬篇棗糾昇環―!~子！ 麟釦尉‘釣I鳩
てい勉しけ生ま中生と h 1 培政す村地のてでな

．．乳諄諄息昇昇余供 胄畠合互訂魯凋岳麿
悶芸紹芯恩侶晶念t見会 5 請隷忍‘峠閏；
信〈開磨翌胄茎亙烹f5 遁 ぱ 翡を羹闊悶ぷ嘉゜ぷ悶
坂な内瀬千‘がれ両ま 所と社駅来誘や誘も
上らの下恵児生た面た 掠I は 1こののま致諮 致去
窟ぬ話厚子訊れもよ後 地 りしな油東しに会 条る
吉努合生さ委るのり援 . （地り樽側たつで 例七
さ力い係ん日まで後会 i'I: )約ま所 9こがいは を月
んになとのをです援は 1 千しが東‘てか 設八
‘よどの学しに°す子 る ，二た廷亜こ努ね け日
村り‘連校ては るりし （百°設石の力て まに

I ----
派お落遊を供す主切掃日 てこ：R の造 送車し I· 口建坪なそで園投に°的り‘に子みれ‘i土工こすで‘ン余築‘
もら作地じよ後なの毎内II 0しのに協 l1I!勘のる北毎のの上七
のくつをてい援活交 El 会つ所議 買よ外計関日石予れ基
で他た作中閲会動通学科でたす員 ，収り東固束三油定取のば畠認悶且t靡督贔昇雷！嚢り農麟古隈与器：
を地‘寺と別くてや学路月で剣落｀定四大こ給の鉄厄iまク
見とこの約こおそに 第すなの 1 し千洋と IIIl 口心日約や
つしれ境十の の鉄等ー。協方 、四煉で所 1 で百四建
いては内万程り他辺の百 ヵ々 こ百炭すにリ入五千物
立は部に円子ま自踏消眼 にの れ坪製°愉 9 荷十キが

佐会 さ後等プ喜に IV 特ま浴は と続た 9こ局止駅 続も
洩四雄長子れ援あラぱ育をにしび谷こ でさ川てやさのこい束
一｀‘， '坂供た会もンれて設立たに田の すれ俣必議れ貨のて亜
肉坂．J:会ものりコてる備派がは川村 °‘駅死会る拗た建石
上満役の奉‘‘お施しな‘頭をは 大のの‘こ取め設油

d 阻‘国で仕こジり設夏ジこをひ前 変呉陳商と扱東さ nll
夫副 す 9これ 1‘ はのワの悩かに 喜物t付工に廃武れ柏
‘会 °よは‘Jそ特子 1 遊まえ利 こ阪を会な止鉄ま所
田長 つ全 1 のに供兼函し子根 ば扱続‘り計道すの
記恩 て部ケ他子をで地て供 lll し所け菜‘Ji!il (/) °北
丸田 完子 1 鉄供健プにおの‘ いはて協村を Ill 側
山伊 成供ム棒に康 1 はり水後 こ継来等当中俣 に

よす 合知 のに備り被天可雨まか まれ月ま期りき本な
くと◎につそでくをま害に能且のさ現さぱにしにまな県台こ
注気ま役てこすいすすをまでのとれ在れ冠台た予せ被も風と
惹象ず立たで°とれ°大かす調こま‘ま水風の想ん害宰季し
す庁‘ただ‘ めば台きせ°節ろす科せ騒ので以がをい節も
るか台ぜい次 る被風くてだを台が学んぎた‘上‘い台とい
こら風てきの こ害にすおかす風‘の°どめものこま風なよ
と台がく‘こ とは備るくらるのし進 こ豪し雨とののりい
で風発だ万と が最えもことこ進か歩 ろ雨も国しとたまよ

匁霜茫ほ；；；忍 ：盈て塁忘ぢ丘翌 k 且 互；八ぢ晶名含と盃
台にま 楊を る度準な‘て不降い驚 すあ九り雨あ大°的

備意ラ燈 思強とにや かは速て Iレ 予新変に本るないき風
しをン‘◎わ風く点す◎れ雨にいを◎報聞るな県必とえま予
て忘ジマ停ぬに 9こ検い家る戸なま越台でやこっへ要 1ままし報
おれスツ俎けあ看しものおやるすえ風判ラとて製が十せたも
くなクチにがう板てのまそガと°るは則ジがも来あ分んがず
こい l ‘備をと‘おはわれラ‘この風しオあ‘すり幅か‘い
とでラロえし吹煙き‘りがス家のが速てのり台るまをらまぶ
で前ジウてまき突まいにあ戸屋＜晋：： I文ーま風こすも進だん
すもオソ‘すとなしまありが 1こら通十危回すのと°つ路完辿
°つなク懐°ぱどよのるま吹よいとメ険だか速がかての全歩

店盃祐卜、悶 え‘円］ ；容匁裏芝畠ti手g阿嘉塁虐？孟溢ヒ
と断つい線 すてわて長 と水ミ 分の台
し線にるに◎ °行れ避まこ河しリ〇注で風
てし取もは台 即Jま難たの川‘を一意‘嬰
‘たりの‘風 すすの習よが二越日す特来
死用扱と必に か指察うは 0 えのるに前
傷線わ考ずよ るら示官なん〇る降こ火 1ま
しをなえ霞り こ‘や吏塩らミと雨との強
た片いて流断 とそ濫な合んリ低位で始い
例づこ‘が線 がれ告どにしを地がす未風
をけとけ通し 大にがにはま越で一°にが
よよでいじた 切従行よ‘すえは 0 は吹
＜うすそて困 でつなつ村°る浸 0 + < 
し人来み にしのき情いが 急配い急耳
てがすま以行て口は報にと〇浬霞は措に
おそるし上動‘任‘な言び災絡会危既し
きのこた台したの苔ど動が宙し社険とま
た対とが風てしあ察でをち時まか標しす
い策を‘にくかる署‘偵でにし近示て°
もに前台備だめ関ま疑しすはよくをナ発
の万提風えさて係たいむか‘うのしワ見
ま全とがていか者はのこらよ°交た張し
すをし必述°らに村あと‘く 癖？りた
°ってずべ 冷連役るでおデ しぇあら
く各襲て 静絡場とす互マ 至でる応

下村たらろの合とに買つ
さ役ら‘細控になつ｀い
い楊財不か除 1まりい贈て
°税務明いが一‘て与十
務事な規あ戸住五等万
課務こ定るに宅万ツ円
に所とがなつを円の‘
お税があどし、建まもそ
問誤あり‘て築でのの
いかりまい百しはは他
合市まずろ万た免一＾
せ町しかい円駐税戸売
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常
任
委
員
改
選

A
A
A
A
A
 

二
年
前
の
八
月
十
四
日
に
明

和
村
議
会
副
議
長
に
当
選
し
た

x
x
x
x
x
 

農
電
は
篠
原
弥
市
氏
は
一
身
上
の
都
合

で
か
ね
て
辞
識
届
を
譲
長
の
も

安
全
使
用
左
と
に
捉
出
し
て
あ
っ
た
が
、
こ

x
x
x
x
x

れ
が
八
月
九
日
付
で
許
可
に
な

殿
近
店
業
の
近
代
化
は
共
な
い
り
、
後
任
に
は
、
八
月
十
日
に

モ
ー
ク
ー
の
使
用
が
多
く
な
り
召
集
さ
れ
た
第
六
回
臨
時
会
に

お
い
て
全
会
一
致
を
も
つ
て
新

ま
し
た
が
、
紫
足
で
モ
）
ク
ー

井
初
太
郎
氏
が
当
選
し
た
°
尚

や
コ
ー
ド
を
取
扱
う
堀
合
は
次

の
点
に
充
分
注
意
下
さ
い
。

記
議
会
で
は
常
任
委
員
の
改
選
を

0
モ
ー
ク
ー
に
は
必
ず
ア
ー
ス
行
い
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

邑
業
委
口
の
任
期
は
七
月
（
接
地
）
を
取
付
け
て
御
使
総
務
常
任
委
貝
会
◎
堀
口
節

0
田
部
井
勾
次
、
機
村
政
一
、

二
十
八
日
で
満
了
の
た
め
運
煤
業
生
産
の
発
展
及
経
裳
免
税
、
控
除
の
特
典
も
あ
る
て
あ
る
用
紙
で
『
不
動
産
取
得
用
下
さ
い
。

魯
狸
委
旦
会
で
は
選
挙
期
の
合
迎
化
、
煤
民
の
地
位
の
向
一
、
不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
＿
申
告
苔
』
を
財
務
事
務
所
か
、

0
コ
ー
ド
は
地
上
に
、
は
わ
し

日
を
二
十
日
と
定
め
て
告
示
上
等
混
業
委
員
会
の
目
的
達
成
家
屋
（
エ
出
、
怠
庫
な
ど
も
古
市
町
村
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
て
使
い
ま
す
と
、
絶
舷
被
裂
田
口
箪
夫
、
堀
口
正

し
た
処
立
飲
補
者
が
定
数
の
に
御
期
待
申
上
げ
ま
す
°
み
ま
す
）
を
買
っ
た
り
、
も
ら
さ
い
0

が
担
似
し
て
感
氾
の
お
そ
れ
文
教
肛
生
常
任
委
員
会
◎
坂

十
五
人
で
無
投
呵
か
に
よ
り
つ
股
業
団
体
推
閲
っ
た
り
し
た
勘
合
、
ま
た
は
家
―
―
-
、
申
告
由
を
期
限
ま
で
に
提
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
人
や
馬
上
敏
太
郎
〇
尾
花
時
夫
、

一
ぎ
の
者
が
当
選
い
た
し
ま
し
新
井
初
太
郎
始
沢
第
司
足
を
新
築
し
、
あ
る
い
は
増
築
出
し
な
い
勘
合
は
、
三
万
円
以
牛
な
と
の
通
行
に
支
問
な
い
飯
塚
正
平
、
村
田
保
次
、
田

品
平
治

，
た
0

駒
宮
新
三
久
保
庭
仁
一
郎
し
、
改
築
）
艇
、
柱
、
床
、
は
下
の
過
料
を
科
さ
れ
る
こ
と
も
程
度
の
科
さ
に
コ
ー
ド
を
か

．
，
~
樽
見
利
一
坂
上
敏
太
郎
詔
会
推
附
り
、
屋
根
な
ど
の
修
狸
を
い
い
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
忘
れ
の
な
け
て
使
用
し
て
下
さ
い
。

ま
す
）
を
し
た
掛
合
、
こ
れ
ら
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

O
I
U気
の
配
線
、
開
閉
器
（
ス
税
和
ダ
伍
委
員
会
◎
油
井
孝

坂
上
義
兵
石
崎
仁
一
郎
の
こ
と
を
『
不
動
産
の
取
得
』
四
、
不
動
翡
褐
税
額
は
、
財
ィ
ッ
チ
）
コ
ン
セ
ン
ト
、
コ

0
堀
口
而
平
、
新
井
初
太
郎

奈
良
亮
一
品
田
卯
三
八

奈
良
陛
二
、
鯉
沼
利
三
郎

新
井
郷
市
藤
野
光
一
奈
良
庄
次
郎
と
よ
び
、
そ
の
『
取
得
]
し
た
務
事
務
所
で
、
そ
の
不
動
産
の

1
ド
コ
ン
ネ
ク
ダ
ー
（
つ
き

i
土
木
経
済
祐
任
委
目
会
◎
篠

江
森
栄
吉
田
口
政
男
農
業
委
目
会
で
は
七
月
二
十
人
に
課
税
さ
れ
る
県
税
で
す

0

額
を
定
め
、
モ
の
額
の
百
分
の
て
）
お
よ
び
コ
ー
ド
等
に
つ

福
田
峯
次
田
村
仙
困
九
日
初
会
議
を
開
き
、
次
の
役
二
、
不
動
産
を
取
得
し
た
合
勘
四
（
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
い
て
厄
険
と
忍
わ
れ
る
も
の

;
n
i
,
`
{
「
な
、
家
屋
の
出
合
は
そ
の
家
屋
一
日
ま
で
に
取
附
し
た
も
の
は
は
、
す
ぐ
出
気
工
小
店
に
修
原
弥
市

0
野
本
桟
一
郎
、

i1 

多
田
栄
作
中
村
厳
太
郎
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

I

ー
会
長
坂
上
義
兵
を
使
用
し
は
じ
め
た
日
か
ら
十
百
分
の
五
）
を
税
額
と
し
ま
す
鯉
を
依
頼
し
て
下
さ
い
。
原
口
広
三
郎
、
小
松
原
誠
司

嗅
！
．
胃
一
一
鈴
木
一
二
芳
副
会
長
駒
宮
新
三
日
以
内
に
、
土
地
の
揚
合
は
取
五
、
不
動
胚
取
閲
税
は
、
土
地
〇
お
茶
休
み
、
嘉
鷹
坦
奈
良
原
与
惣
治
（
◎
印
は
委

ぃ
川
局
一
郎
得
し
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
財
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
褐
価
格
合
位
か
な
時
間
で
も
必
ず
元

.
,
.
9
,
9
ぃ
尚
選
任
委
目
と
し
て
次
の
供
振
部
会
長
石
崎
仁
一
郎
税
平
務
所
直
税
課
も
し
く
は
町
が
一
万
円
家
展
に
つ
い
て
は
、
の
開
閉
器
（
ス
イ
ッ
チ
）
で
一
員
長
、
〇
印
ぱ
副
委
目
長
）

‘
'
七
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
展
政
部
会
長
始
沢
第
司
村
役
覗
の
税
務
課
に
備
え
付
け
姓
築
に
か
か
る
も
の
は
一
戸
に
旧
気
を
切
つ
て
下
さ
い
。
子

•:', 

.... 
,…•••• 

新
・
し
い
農
業
委
員
誕
生

• 

....... 
,…, 

.

.

.

.

 

'• 

不
動
産
取
得
税

十
日
以
内
に
申
告

供
さ
ん
が
コ
ン
セ
ン
ト
を
、

い
た
づ
ら
し
て
感
信
し
た
例

が
こ
ざ
い
ま
す
。

｀ゞ



霰牙3 2 号
“ 巡生一 題とせ人 しの
命涯度その不んの幸て蓮品
を不小れ中安が思いき行い
負具児は心は‘者こたが夏
わ者マいに実子ものよ又を
なとヒうなにを発附う一迎
けしにまつ大も生近で段え
れて犯でてきっしにすとて
ばのさもいく親ては°ま小
な悲れなま‘のはま い児
らしるくす今恐いだ えマ
ないと‘°話怖まー んヒ

チ計ダンの緊程をに児 い
ン一製ポ紡急‘実よに村か
を干ジン人対厚施る対でら
蛾三口をに策生し l」ヽしはで
人百ツー踏と省て児て今す
す万·i千切しできマ‘年゜
る人＝万りてはまヒソ＝
こ分酉人‘生1Jヽしの 1 月
との万分、ノワ児た予ワよ
に生人、運クマが防クり
なワ分力製チヒこ注チ乳
りク‘ナポンのの射ン幼

んい水消ての 弓 ニ ーいうと水水 きま
°とが話水は水安い器ん瞑‘はでい‘°ながが水道 た県し
か臭し道法道心け具水°接私いつ‘蛇注あ水道使 よ ょ内た
嫌いての例のしま‘泊連設けな風口迂り道が うに゜
がとい水に水てせ設の結のまい呂と をまの断用 でも

l三璽こえ2」』：丘叫：][ ］［息詞!;;1[
所十二配甚所腐闘: :？;:茄所 茅塁；所十：？::給所 叉贋； こ 水の道 吋空互恥襄昔闘
得奈茅偶礎得百眉魯褐合茅（関礎得 翡喜靡得万昂昂偶礎嘉得 平薗了 いし 塁 亘芸魯；合｝
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今月の納税

1・村（県）民税 第三期
1．保険税第三期

1・利根加用水喪第二期
1．明和土地改良翌
1.有線放送分担金十月分

1．水道料金十月分
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おせてな納もへ入共あ る しすい和す価了七こで然の等とを却建価て
願ん放く付収御方ころ さ く゜す者のを‘年の諜し弓 l にに基資築額は
いのつ お書納持おの 5 II ぉそる皆で完昭八よ整税上つな礎産費が売
致でて申等致参願際か し~ 願のよさ‘了和月 5 さ負げいるとにを算買
し‘匿越紛し 1こい滞と い際うん今す三迄なれ担にて°しつ基出実
ま是く下失まな致酌思 致 1:tにの後ろ＋ 1ここるになはてし、本さ例

ずT

昭和 3 6 年 1 0 月 2 5 日 .”`^ .. 
v 

ヽ

ヽ』

嘗· • • ·—•一
千江田婦人会では、こん た結果、最も新鮮味溢れる

ど花嫁衣裳を新諷しました 豪華な衣裳、しかも特別勉
これは生活改善の一環とし 千強した値段で二揃（附瀑品
て、結婚簡素化を計るぺ< tエ~ー式）金99. J OO円で出来ま
玉井婦人会長は会員に計り した。

衷成を得たので、新井農協花田 不足金3万4千円は長協よ
長や数育委貝、区長等の院 ョり一時借用し、貸料より返
力を求め、九月二日婦燐嫁如済の予定とのことです。
と合同会議を開いた結果こ衣人 任料としては当分一回金
ヽに調製の決定を見たので £ヽ 3千5百円にて村内は勿論他

した。 裳＝村の方々まで利用して戴き
婦人会では役貝寄附募集 でたいと婦人会では言ってお

に懸命の努力なし亦明和村恙f ります。
畔団よりも寄附があり‘調 年10月 11 日千江田晨協
金49. 940円渠り、特定寄附 にて展示会を開きましたが

として千江田農協より 11. 2 その華縣さに皆驚歎したそ

00円ありましたo こゞで玉 うですo この衣裳は農協に

井会長さんは各地を調査し て保管してあります。
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号
明
和
村
で
は
去
る
九
月
十
五
す
（
九
一
ニ
オ
）
さ
ん
、
中
谷
坂
伴
つ
て
各
家
庭
を
そ
れ
ぞ
れ
訪

3

日
の
「
と
し
よ
リ
の
日
」
に
、
上
な
か
（
j
L
-
オ
）
さ
ん
、
上
問
し
慰
問
品
や
お
菜
子
な
ど
を

3

群
馬
県
一
の
最
高
令
者
、
大
綸
江
黒
昨
原
し
ま
（
九

0
オ
）
さ
贈
り
、
お
と
し
よ
り
を
喜
ば
せ

席
の
原
口
さ
く

(
1
0ニ
オ
）
さ
ん
等
滴
九
十
才
以
上
の
お
と
し
ま
し
た
。
又
、
村
の
社
会
福
祉

ん
を
始
め
千
律
井
横
塚
し
ま
（
よ
り
の
方
々
を
慰
問
す
る
こ
と
協
組
会
や
、
婦
人
会
も
こ
の
行

九
四
オ
）
さ
ん
、
大
輪
早
川
や
に
な
リ
、
坂
上
村
長
は
旺
員
を
事
に
参
加
し
そ
れ
ぞ
れ
慰
問
品

ロ
心
目

畢
一
如
／
，
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報
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旦
叫
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一
、
全
国
中
学
校
一
せ
い
学
力
邑
楽
館
林
支
部
に
お
い
て
は
、
取
り
組
ん
で
研
究
を
進
め
て
居
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。
消
掃
法
の
規
定
に
よ
り
、
秋

塁
査
に
つ
い
て
極
め
て
恨
重
な
態
度
を
と
つ
て
り
ま
す
。

0
幼
児
敬
育
の
大
掃
除
を
今
年
も
ま
た
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
号
に
も
登
賊
し
た
よ
う
に
居
り
ま
す
の
で
、
数
育
界
を
混

0
西
小
学
校
の
新
築
翌
年
度
就
学
す
べ
き
幼
児
を

＝
実
施
の
時
期
は
部

十
月
二
十
六
日
に
全
国
中
学
校
乱
に
み
ち
び
き
、
地
域
住
民
の
現
在
佐
中
跡
に
、
三
十
七
、
三
対
象
と
し
て
、
三
地
区
に
年
間

ニ
・
三
学
年
生
徒
全
員
を
対
象
信
頼
を
哀
切
る
よ
う
な
事
態
を
十
八
の
ニ
ヶ
年
継
続
印
業
と
し
を
通
し
て
幼
児
を
激
育
す
る
誤

と
し
て
、
国
語
、
社
会
、
数
学
引
き
起
す
心
配
は
あ
る
ま
い
と
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
関
を
設
置
し
、
該
当
者
全
貝
を
佗
祇
落
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
社
団
法
人
日
本
国
民
年
金
協
®
宜
一
等
一
点
宜
金
三
万
円

日
理
科
及
び
英
語
の
五
敬
科
に
つ
思
っ
て
居
り
ま
す0

万
一
、
不
廷
の
校
舎
建
築
を
計
両
、
色
々
収
容
し
、
幼
児
激
育
の
徹
底
を
埠
叩
れ
異
な
り
ま
す
が
、
会
で
は
、
年
金
制
度
の
実
施
記
副
宜
リ
コ
ー
カ
メ
ラ
一
台

5

い
て
、
学
カ
テ
ス
ト
実
施
す
る
幸
に
し
て
最
悪
の
事
熊
が
発
生
の
面
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
る
は
か
り
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
ヤ
ヘ
＋
月
二
十
日
か
ら
十
念
甲
業
の
一
っ
と
し
て
、
こ
の
二
等
一
点
賞
金
一
万
円

2

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
坦
合
は
、
が
、
近
く
結
論
を
出
し
た
い
と
す
。
制
度
を
象
徴
す
る
国
民
年
金
紋
副
賞
リ
コ
ー
カ
メ
ラ
ー
台

月
本
村
に
お
い
て
は
、
各
学
校
の
村
民
各
位
の
御
支
援
の
も
と
、
思
っ
て
居
り
さ
す
。

0

プ
ー
ル
の
一
月
十
日
ま
で
に
全
章
を
制
定
し
、
パ
ソ
チ
、
楔
札
®
三
等
一
点
賞
金
五
千
円

協
力
に
よ
っ
て
、
テ
ス
ト
実
施
万
全
の
対
策
を
立
て
て
、
完
全
〇
統
合
中
学
校
の
整
俯
互
季
に
お
け
る
体
育
餃
股
と
科
い
地
域
と
も
完
了
す
る
そ
の
他
の
表
示
な
ど
に
統
一
的
副
賞
リ
コ
ー
カ
メ
ラ
一
台

。

の
態
勢
が
出
来
上
つ
て
い
る
の
実
施
を
期
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
今
年
度
中
に
、
校
庭
を
拡
脹
し
て
、
将
来
、
村
内
一
ー
ー
地
区
に
＝
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
活
用
を
は
か
り
、
こ
の
制
度
の
⑥
送
り
先
東
京
都
千
代
田
区

ー
で
、
完
全
実
施
が
で
き
ろ
も
の
ナ0

整
珂
し
、
技
術
家
庭
料
の
施
設
ブ
ー
ル
を
餃
既
し
、
水
泳
の
指
発
展
を
は
か
る
た
め
次
の
要
領
永
田
町
二
の
十
二

詳
細
に
つ
い
て
は
す
。

年
と
確
信
し
て
居
り
ま
す
。
っ
ぃ
―
-
、
当
面
す
ろ
敬
育
問
廂
設
備
を
完
伽
し
、
自
転
車
匿
坦
遠
を
す
る
と
共
に
、
兒
童
生
徒
に
よ
り
紋
立
図
突
を
広
く
一
般
衆
顕
只
第
二
哀
貝
会
舘
六
ニ

6

て
は
、
村
民
各
位
の
絶
大
な
ろ
去
ろ
四
月
二
十
七
日
の
臨
時
の
設
設
、
給
食
室
・
使
丁
室
の
の
水
難
事
故
の
防
止
に
役
立
て
有
線
放
送
及
び
部
落
衛
生
部
長
か
ら
募
躾
す
る
こ
と
に
な
り
ま
二
号
社
団
法
人
日
本
国
民

3

御
協
力
と
御
支
扱
と
を
お
願
い
村
訊
会
に
お
い
て
、
歴
史
的
な
改
修
、
そ
の
他
必
要
な
施
霰
整
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ん
よ
り
お
知
ら
せ
が
あ
る
筈
し
た

0

年
金
協
会
宛

和
致
し
ま
す0

学
校
統
廃
合
突
が
、
全
員
一
致
佃
し
、
来
年
四
月
の
開
校
に
佃
そ
の
他
、
直
要
な
問
題
が
、
で
す
か
ら
よ
い
日
を
見
つ
け
て
⑥
図
案
国
民
年
金
制
度
を
象
⑥
版
権
は
協
会
に
阪
属
し
、
応

今
後
に
お
け
ろ
日
数
組
ゃ
県
を
以
て
可
決
さ
れ
て
か
ら
早
く
え
る
た
め
計
画
中
で
あ
り
ま
す
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
後
日
徴
し
、
使
用
目
的
に
適
合
す
る
苔
作
品
は
返
還
し
な
い
。

昭
教
委
の
反
対
斗
争
が
ど
の
よ
う
も
五
ヶ
月
経
過
し
ま
し
た
。
な
お
統
合
後
は
中
学
校
に
於
て
に
ゆ
ず
ろ
こ
と
に
致
し
ま
す

0

大
描
除
を
実
施
し
て
下
さ
い
°
簡
潔
な
も
の
°
ふ
る
つ
て
ご
応
寡
下
さ
い
。

←
に
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
ひ
び
統
合
小
学
校
の
新
築
計
画
、
も
補
食
給
食
を
実
施
し
た
い
と
『
（
民
生
課
）
＠
荘
集
期
間
十
月
一
日
よ
り
（
民
生
課
）

い
て
来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
統
合
中
学
校
施
設
、
設
備
の
整
思
っ
て
居
り
ま
す
。
更
に
近
い
十
十
二
月
十
五
日
ま
で
（
必
若
）

(1) 

マ
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村
の
敬
老
事
行
わ
れ
る

し
よ
り

の
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国
民
年
金
紋
章
図
案
募
集

昭和 36 年分

＝相続・贈与などの財産評価準基＝
相続、贈与など行ったとぎ、あなたの財産はどの位に見

積られろでしようか。この程昭和36年分の財産評価基準が
館林税務署から発表されました。

主なる財産の評価基準は次のとおりです。

（賃貸価格の） （本村の平均賃貸価格）

田（反）自作地 5. 300倍｝ 最底 最高
小作地 2. 650倍 18円 (9円50銭～36円）

耕9乍地 2. 650倍 中fl［地ー反では
18円 x5.300倍＝ 95400円

となります
畑（反）自l'F地 7. 400倍

は： ：：悶ぶ悶｝ 11円 (5円 70銭～14円）
山林（反）自用地 15. 000倍 1円84銭(l円60銭～2円20銭）

原野（反）自用地 15. 000倍） 1円20銭
住付地 7. 500倖

宅地（坪） 4. 500倍 10銭 (9 銭～ 2 0 銭）
家屋（坪） 1. 600倍 2円 (l 円～ 4 円）

昭和20年 8 月 15 日以後建築に係る家屋（戦後建築家屋）
については当該家屋の再建築価額を基としてその価格から
家屋の経年戟価の額を差引いて評価する。
l11話加入権 20. 000円
乳牛 30. 000円～ 65. 000円

役肉牛 20. 000円～<5. 000円

ll!!耕馬 16. 000円～ 31. 000円

豚 12. 000円～ 20. ouo円

成山羊 2. 000円～ 2. 500円

成めん羊 3. 000円～ 3. 700円

立竹林（反） 30. 000円

桑樹（反） 8. 000円～ 23. 000円

立 木 (1町歩）杉30年 710. 100円

果 桐（反）成熱樹
青年期（11年～15年） 59. 400円

壮年期（16年～20年） 85. 800円

未収穫穀物水稲 7 月 8月 9 月 10 月 11 月
- 60% 70% 80% 100% 

陸稲 70% 80% 90% 100 劣
（その他大麦など省略）

雑標準価格道動槻、発動猥、籾摺俄、脱穀猥、など大型
磯械器具についても椋準があリますが
価で見梢られることになっています。

その他有価証券や預貯金その他一切のものが
相続財産となります。

®相続税 （申告は相統開始后6 ヶ月以内）
柑続税の基碇控除は

150万円＋（30万円 X相続人の数）です。

従つて相統人が5人あると 300万円まで課税されません。
尚一人30万円の控除は権利放棄しても差引かれます。
全国の製家について所有田畑2町歩相統人5人の場合までは
課税しないという趣旨から出ている。
基礎控除を差引いた残りの額について次の税率により税額
が算出されます。

課税価格が
30万円以下 10% 70万円以下 15% 1;0万円以下 20%
300万円以下 26%,oo万円以下 30% 70U万円以下 35%

1.000万円以下 40%
又相統開始前 3 年以内に贈与したものはその格価を相紐財
産に加工します。

＠賠与税 （申告は翌年の 2 月末日まで）

りやれ令を
をお訪者従尚
慰菜間三へこ
問子‘十ての
しな三名八日
まど千の十坂

食しを円家五J:.
た贈の庭才村

生° 9 敬を以長
課 ，，老そ上は
ッ 年年れの転

よ金ぞ高貝

ご 皆坂り
家上さ上‘写
族はんな横哀
原‘か塚は
ロ‘し‘
さ 篠ま村
く原‘の
さ し早高
ん ま川令
と 以や者
そ 上す右
のの‘よ

学誤館委村
如心→紐廿決算 校長林貝長

武入 氏出 后名ば

]I言
彙心差9田碩 tヽよ9 9よ 9 ＂ 事賊了箱代

内 終八‘代表
mれ情玲＂編入 2909.'” 門 了幡終さ男
皇昇良へ縁巴• 9ヽ99 9よ 9 n し船つん‘

た←ての蓮

財産等 子などにくれたときはその財涯は同じ基準（相読
のときと）で評価されます。一年間に20万円以上の財産を
贈与しますと贈与税がか L りますo 従って一年間の基痰控
除が20万円ということです。
然し三年間は累積となりますので次のよ 5 なこと．になりま
す。

昭和35 缶30万円（贈与額）ー20万円（基礎控除）＝ 10万円 xl5
ｾ=  15000円（贈与額｝又翌年40万円贈与したとしますと
30万円十 40万円＝ 70万円ー20万円（基礎控除）＝ 50万円 x20
ｾ=8. 5000円

（前年の賠与税）
85. 000・屯ー 15. 000円＝ 7. 0000円 （今回の贈与祖）
とい 5 ことになります。

. 賠与税の税率ぱ
課税価杞

叫万円以下15% 50万円以下20¼ 70万円以下25%
100万円以下30% 150万円以下3う％ 200万円以下40%

匝誰渡所得について （申告ぱ翌年 3 月 15 日まで）
あなたが1月 1 日から 12 月 31日までに15万円以上の財産など
を売つた困合など次の通り證渡所得が計算されますo
瞑渡所困＝隈渡価格ー取得価格

今畑 3 反を反当り 15万円で甲が乙に売つた場合酉渡価格は
45万円となります。
次に取得価格ですが昭和27年12月 31 日以前からもつていた
ものについては再評価頗をもとにして取 1彗価格が箕出され
ます。この場合取得価格は
畑 3 反の賃任価格を,o円としまずと

30円 X 48倍（財産税の評価倍数）＝ 1. 440円
1. 440円 x40倍（士地の再評価倍数）＝ 5. 7600円••取得価格
45万円（譲渡価格）ー57 6り0円（取19価格）＝ 392. 400円・・滋
猥所得
392 400円ー15万円（特別控除）＝242. 400円＋2=12 1. 200円

・・課税される禁堕所得 ^ 
この121.200円を他の給与、翌業所得などと合ヰして所得税
の申告をすることになります。
くわしいことは税務署、或1文役場へ御間合せ下さい。 , 

△△第 14 回明和村成人式△△
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：
新
年
の
あ

明
和
村
長
坂
上
義
兵

々
発
展
し
て
来
ま
し
た
0

す
．
へ
継
続
事
業
で
す
が
こ
れ
が
完
成

て
が
村
民
の
力
強
い
協
力
の
賜
す
れ
ば
、
村
の
姿
も
一
変
し
村

日0
,
'
·

で
あ
り
ま
し
て
心
か
ら
感
割
し
民
の
受
益
は
大
き
い
も
の
が
あ

1

贔
て
居
り
ま
す
。
本
年
は
数
育
関
り
ま
し
よ
う

0

尚
本
村
の
納
租

nj
 

月
｀
係
で
学
校
施
設
の
整
備
統
合
、
成
籾
は
極
め
て
優
秀
で
県
下
に

ー
幼
稚
園
の
設
備
が
あ
り
、
産
菜
誇
る
県
租
完
納
の
表
彰
を
連
続

面
で
は
土
地
改
良
事
業
と
し
て
三
年
受
け
て
居
る
程
で
す
が
、

年
新
春
を
迎
え
村
民
各
位
と
と
須
究
地
先
の
利
根
川
か
ら
展
菜
今
年
も
又
皆
様
の
御
理
解
と
御

7

も
に
、
よ
り
よ
い
生
活
え
の
希
用
水
を
取
入
れ
る
エ
印
の
箔
手
脇
力
を
得
て
納
税
の
完
遂
を
期

3

望
を
抱
い
て
新
年
の
第
一
歩
を
川
俣
駅
の
東
側
に
誘
致
し
た

H

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

和
踏
み
出
す
底
び
は
一
入
で
あ
り
勘
の
設
立
等
、
更
に
土
木
叩
菜
年
頭
に
あ
た
り
今
年
度
の
事

ま
す
°
明
和
村
は
生
れ
て
七
回
と
し
て
は
県
道
の
舗
装
工
叩
が
菜
計
画
の
一
端
を
申
上
げ
皆
様

B
l

目
の
元
旦
を
迎
え
た
の
で
す
が
大
き
く
延
び
ま
す
し
村
｝
山
の
整
の
御
協
力
を
わ
願
い
し
て
御
挨

新
村
廷
設
計
両
は
予
定
通
り
実
佃
に
も
一
段
の
実
組
を
あ
げ
た
拶
と
い
た
し
ま
す
。

行
さ
れ
て
、
村
は
年
と
共
に
生
い
と
存
じ
ま
す
°
勿
論
何
れ
も

明和村役場

発行所明和村役場

編集人和田実

発行人奈良庄次郎

印刷所小林印刷所

明
和
村
の
人
口

（
一
月
一
日
現
在
）

世
帯
数
一
六
七
九

人
口
総
数
九
四
一
九

男
四
六
二
八

女
四
七
九
一

求
籍
人
ロ
―
二
六
四
七

本
年
度
い
よ
い
よ

学
校

る

合

中
学
校
一
校
‘
小
学
校
二
校

沼
和
三
十
七
年
の
新
春
を
迎
す
か
ら
、
こ
の
画
期
的
な
大
事
る
ま
で
の
閻
は
、
現
在
の
佐
小
力
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

、
プ•
n↑
ん
で
お
匿
び
を
申
上
げ
る
業
完
遂
の
た
め
絶
大
な
る
御
支
の
校
舎
を
仮
用
し
て
授
栗
を
行
一
、
明
和
村
立
明
和
中
学
校

ロ幸
と
共
に
村
民
各
位
の
御
多
幸
を
援
と
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
い
ま
す
。

1

自
転
車
四
坦
の
臨
設

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
5
切
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
中
学
校
は
一
ー
一
校
を
合
併
し
て
2
渡
廊
下
の
醍
需

一

本
位
は
、
わ
が
明
和
村
と
し
す
で
に
、
御
承
知
の
如
く
、
一
校
と
し
、
生
徒
数
七
四
一
名
3
現
梅
小
西
校
舎
の
修
理

l
-
.

て
は
底
史
的
な
大
事
業
で
あ
る
学
校
統
合
は
本
年
四
月
一
日
か
十
五
学
級
で
、
現
在
の
梅
島
小
4
校
庭
の
拡
張
整
理
ー

仕
小
中
学
校
の
統
合
実
施
の
年
で
ら
実
施
し
、
小
学
校
は
東
西
の
中
の
校
地
校
舎
を
使
用
致
し
ま
5
現
梅
小
の
給
食
調
珂
室
·

あ
り
ま
す
°
申
す
ま
で
も
な
く
二
校
と
し
、
中
学
校
は
中
央
に
す
。
の
拡
張
-
.
9
·
‘

—

学
校
統
合
の
目
的
は
学
校
の
規
一
校
と
す
る
計
画
て
あ
り
ま
す
こ
の
学
校
統
合
の
目
的
達
成
6
現
梅
小
の
公
仕
室
拡
張
「
ー
ー
ー
i
i
‘
,

校
を
適
正
に
し
て
施
設
、
設
備
東
小
学
校
は
旧
千
江
田
地
区
と
に
汽
す
る
た
め
、
先
づ
以
て
、
7
校
舎
の
塗
替

木
＇
を
整
備
充
実
し
、
学
校
経
営
を
南
大
駄
の
大
部
分
を
学
区
と
し
施
設
・
設
備
を
整
伽
充
実
し
、

8

罪
理
実
習
室
の
改
修

合
理
的
且
つ
効
率
的
に
す
る
こ
児
童
数
五
六
一
名
一
三
学
級
で
諸
般
の
条
件
を
整
備
し
て
、
よ
9
技
術
家
庭
科
の
施
設
、
t

と
に
よ
っ
て
激
育
効
果
の
向
上
現
在
の
千
江
田
小
中
の
校
地
校
り
よ
き
環
境
作
り
を
行
う
と
共
設
備
の
充
実

n
I

を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
舎
を
充
用
し
、
西
小
学
校
は
旧
に
、
健
店
管
理
の
万
全
を
期
す
1
0
そ
の
他

1
'

し
か
し
、
之
に
つ
い
て
は
村
民
佐
貫
地
区
と
新
里
、
栢
原
、
中
る
た
め
、
中
学
校
生
徒
に
も
、
二
、
東
小
学
校

各
位
の
心
か
ら
な
る
御
協
力
が
谷
、
南
大
島
の
一
部
（
租
荷
山
学
校
給
食
を
実
施
す
る
計
画
で
＇
，
＇
9
9
,
'
9
,
'
,
'
,
'
,
'
、
'
,
'
,
'
,
'
,

な
け
れ
ば
、
そ
の
実
を
撃
げ
る
）
を
学
区
と
し
、
児
童
数
六
〇
あ
り
ま
す
0

給
食
は
「
完
全
給

明
こ
と
は
至
難
で
あ
り
ま
す

0

年
七
名
一
天
学
級
で
、
現
佐
中
の
食
」
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
基
本
選
挙
人
名
簿

頭
に
際
し
、
学
校
統
合
の
目
的
校
地
に
近
代
的
な
新
校
舎
を
難
当
分
、
「
補
食
給
食
」
と
す
る
滓
g

#
9

を
再
確
認
す
る
と
共
に
、
あ
ら
築
す
る
が
、
新
校
舎
は
＝
＝
十
七
予
定
で
す
。

ゆ
る
因
難
を
克
服
し
て
目
的
達
年
度
三
十
八
年
度
の
継
続
平
菜
次
に
、
施
設
・
設
備
の
整
備
九
月
十
五
日
現
在
で
皆
さ
ん

か
ら
申
睛
さ
れ
た
、
基
本
名
簿

は
十
二
月
二
十
日
確
立
い
た
し

成
に
邁
進
す
る
覚
栢
で
あ
り
ま
と
な
る
の
で
、
校
舎
が
出
来
上
計
面
の
大
要
を
か
か
げ
て
御
協ま

し
た
。
こ
の
名
簿
は
つ
ぎ
の

選
翠
に
一
ケ
年
使
用
さ
れ
ま
す

有
権
者
か
ど
の
位
え
あ
ろ
か

字
毎
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
よ

う
。大

字
別
人
貝

上
江
黒
三
四
七
人

下
江
黒
二
五
一

斗
合
田
二
六
七

千
津
井
―
―
一
五
九

江
口
四
一
八

田
烏
三
―
―
―
―

新
里
三
一
七

梅
原
四
六
三

中
谷
一
九
二

南
大
烏
六
六
四

大
輪
五
八
二

須
歿
二
三
二

川
俣
二
四

0

大
佐
其
―
―
―
―
六

矢
烏
三
九
八

入
ヶ
谷
八
四

男
二
五
八
四

合
計
女
二
八
五
九

計
五
四
四
三

統し、

さ

つ さ
れ

1

校
庭
の
整
理

2

給
食
室
の
改
修

三
、
西
小
学
校

1

新
校
舎
の
蘊
霰

2

新
設
校
地
の
掘
張

3

給
食
室
の
移
転
攘
張

4
公
仕
室
の
移
転

5
運
動
場
施
設
の
移
転
整

備

四
、
幼
児
教
育
施
腔

各
地
区
に
幼
児
激
育
の
施
設

を
設
置
し
、
翌
年
度
就
学
す

べ
き
幼
児
全
貝
を
対
象
と
し

新
生
児
は
外
界
に
対
し
て
婦
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
が
、
4
、
妊
娠
中
母
体
に
異
常
―

抵
抗
が
、
極
め
て
弱
く
、
其
と
く
に
出
生
に
立
合
っ
た
助
の
あ
っ
た
新
生
児

の
死
亡
は
乳
幼
児
死
亡
の
う
産
婦
は
、
次
に
該
当
す
る
も
5
、
強
い
黄
疸
、
そ
の
他

ち
高
率
を
占
め
ろ
の
で
、
出
の
に
つ
い
て
は
、
保
他
所
、
の
異
常
の
あ
る
新
生
―

生
後
す
み
や
か
に
適
切
な
処
お
よ
び
医
療
額
関
の
医
師
と
児

置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
連
絡
し
新
生
児
期
を
通
じ
て
6
、
初
産
児
出
生
児
体
霞
＿

す
。
こ
の
た
め
新
生
児
惹
育
母
親
ま
た
は
保
護
者
に
対
し
二
、
五

0
0
瓦
以
上

赤
ち
ゃ
ん
に
対
し

健
康
訪
問
指
導

上
必
要
な
事
項
に
つ
き
家
庭
て
適
切
な
指
導
を
行
い
ま
す
―
―
-
、0
0
0
瓦
以
下

訪
問
に
よ
り
と
く
に
新
生
児

1

、
出
生
児
体
煎
―
-
、
三
の
も
の
以
上

の
発
育
、
栄
蓑
、
焚
採
、
疾

0
0

以
上
の
末
熟
児
指
浮
の
対
象
と
な
る
新
生
児

に
訪
問
指
導
を
行
う
も
の
で

あ
り
ま
す
が
其
の
他
の
新
生

病
予
防
に
蛮
意
し
適
切
な
処
2
、
介
助
者
の
な
い
分
娩

児
に
も
保
健
婦
の
訪
問
を
計

匿
を
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
で
出
生
し
た
新
生
児

ま
す
。
新
生
児
に
対
す
る
訪

3

、
異
常
分
娩
で
出
生
し
画
し
す
こ
や
か
な
発
育
を
望

問
指
導
は
、
助
産
婦
、
保
健
た
新
生
児
ん
で
い
ま
す
（
民
生
課
）

船
津
賞
の
栄
典
に
印
塩
註
狂
翡
註

ま
す
。

輝
や
く
柿
沼
憲
爾
さ
ん
団
飲
食
店
は
婦
女
の
接
待
の
伴

は
な
い
飲
食
分
の
料
金
に
つ
い

本
村
に
輝
や
（
船
注
賞
受
賞
蚕
業
家
畜
飼
育
、
栢
籾
病
害
虫
て
は
一
人
一
回
五
百
円
以
下
は

群
馬
県
股
業
会
誤
は
郷
土
の
ほ
果
同
蔀
菜
等
日
本
展
業
改
良
と
免
税
、
一
人
一
回
互
百
円
を
超

大
な
農
業
指
氾
者
で
あ
っ
た
、
只
民
指
滋
に
つ
い
て
の
功
組
に
ぇ
る
と
き
は
そ
の
全
額
が
評
税

船
津
伝
次
平
約
の
功
態
と
贅
え
よ
り
痣
綬
斑
宜
を
明
治
二
十
―
―
―
対
象
と
な
り
税
率
は
一
割

な
お
婦
女
の
接
待
の
伴
5
遊

典
飲
食
分
の
料
金
は
I
I
I
の
取
扱

翁
の
顕
彰
会
が
昭
和
―
―
―
十
五
年
年
に
賜
り
更
に
二
十
九
年

n

本

し
と
な
り
ま
す
。
（
税
務
課
し
）

に
発
足
し
、
毎
年
訊
下
の
校
範
店
会
よ
り
紅
白
綬
有
功
宜
を
贈
、

的
、
自
立
経
営
煤
家
を
表
彰
し
5
れ
現
在
東
京
飛
店
山
公
固
に

て
お
り
ま
す
、
昨
年
度
は
本
村
的
の
記
念
碑
が
臨
設
さ
れ
て
お
（
国
保
の
話
）

田
島
の
柿
沼
需
弥
さ
ん
が
昭
の
り
ま
す
°
今
日
の
晨
村
は
、
農
幸
福
な
家
庭
は
健
康
か
ら
、

表
彰
う
け
ま
し
た
、
船
弾
伝
次
業
構
造
の
改
善
、
守
壮
年
の
創
誰
し
も
鍵
誤
を
願
わ
な
い
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
が
不
幸
に
し
て

病
に
た
お
れ
た
掲
合
は
国
民
健

平
的
は
天
保
―
―
一
年
今
か
ら
百
二
意
工
夫
、
農
榮
近
代
化
へ
の
意

十
八
年
前
に
勢
多
郡
宮
士
見
村
欲
の
根
底
と
な
る
も
の
に
ぱ
柿
庚
保
険
を
利
用
し
、
そ
し
て
そ

に
生
れ
、
農
学
に
対
し
て
は
非
沼
さ
ん
の
模
範
的
な
型
業
経
営
の
医
涼
費
の
可
割
（
半
分
）
を

常
な
熱
意
を
以
つ
て
工
夫
研
究
と
温
厚
篤
実
な
性
格
に
は
学
ぶ
皆
さ
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
払
つ

を
軍
ね
甘
蕗
の
作
り
方
と
簡
易
と
こ
ろ
少
く
な
い
°
て
い
ろ
訳
で
す
。

貯
蔵
法
を
考
案
を
始
め
と
し
、
（
晨
業
会
議
所
）
そ
れ
が
十
月
一
日
よ
り
世
帯

主
の
結
松
性
扶
病
°
閉
神
障
害

叉
は
こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
っ
て

公
給
領
収
書
は
お
こ
っ
た
病
気
や
負
侶
に
つ
い

て
は
医
燎
究
の
三
割
を
負
担
す

必
ず
受
取
り
ま
し
よ
う
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
今
迄
よ

•
り
一
一
割
安
く
な
り
ま
し
た
。

“
国
保
に
て
腕
と
力
の
時
代
は
着
々
去
り
労
五
百
円
を
超
え
る
飲
食
（
民
生
課
）

働
力
を
磯
械
化
塁
業
に
よ
り
労

表
彰
”
働
力
を
閥
製
し
協
業
に
よ
る
大
千
円
を
超
え
る
宿
泊
正
月
の
お
天
気

1
1

一
月
1
1

明
和
村
国
民
健
店
保
険
で
は
磯
械
化
深
耕
増
産
農
業
と
な
る
あ
な
た
が
飲
食
店
で
飲
食
を
パ
ー
等
は
遊
興
飲
食
の
対
価
と
お
お
む
ね
冬
型
の
天
気
で
昭

9ー
ー

1

—
|
_
|
_
_
_
|
_
|
_
—
ー
ー
四
、
以
上
の
諸
点
に
向
つ
て
そ
し
、
旅
館
に
宿
泊
し
た
と
き
な
し
て
支
払
は
れ
る
料
金
の
金
額
天
多
く
、
気
温
は
平
年
並
で
し

農
業
展
望
の
諸
点
伍
評
汀
謬
5
0が
只
芦
昇
請
且
履
対
照
と
な
り
税
率
は
一
げ
ら
訊
謬
籍
知

収
書
を
受
取
っ
て
下
さ
い
。
こ
m
旅
館
は
宿
泊
に
伴
5
飲
食
の
気
の
く
ず
れ
る
日
が
ニ
ー
三
回

最
近
の
農
栗
を
大
別
し
て
見
ま
基
業
法
は
選
択
的
拡
大
と
言
う
れ
は
料
理
飲
食
等
消
費
税
（
貼
対
価
と
し
て
支
払
は
れ
る
料
金
あ
ら
わ
れ
る
見
込
で
す
。

す
と
左
記
の
形
態
と
な
っ
て
居
て
施
策
を
立
て
て
推
進
し
よ
う
冬
の
水
道
管
理
税
）
に
よ
り
こ
の
よ
ら
な
掲
合
が
一
人
一
泊
千
円
以
下
の
場
合
降
水
気
は
並
か
や
や
少
な
め

り
ま
す
0

と
し
て
居
ろ
°
寒
中
に
な
る
と
、
よ
く
水
追
は
公
給
領
収
符
を
発
行
す
る
こ
は
免
税
、
一
人
一
泊
千
円
を
超
北
部
の
雪
は
平
任
並
で
し
よ
う

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
え
る
混
合
は
五
百
円
を
基
礎
控
1
1二
月
1
1

、
五
百
円
以
下
で
あ
っ
て
も
そ
除
し
た
残
額
の
料
金
が
課
税
対
低
気
圧
が
時
々
通
過
す
る
の

一
、
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
牒
二
、
生
活
辺
境
の
変
化
に
よ
る
管
が
破
れ
つ
し
た
り
、
ぢ
や
ロの

場
所
が
カ
フ
エ
ー
や
パ
ー
の
象
と
な
り
税
率
は
一
割
で
、
天
気
は
周
期
的
に
く
ず
れ

業
塁
業
が
破
そ
ん
し
た
り
、
氷
り
つ
し

五
穀
の
漿
禁
は
去
つ
て
副
食
文
化
の
進
連
に
と
も
な
っ
て
観
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
し
ま
埠
合
に
は
全
額
が
課
税
に
な
り
但
し
当
初
契
約
し
た
料
金
以
雨
か
因
が
間
り
、
降
水
泣
は
や

農
菜
〈
と
践
進
し
て
来
た
、
即
宜
的
生
活
を
各
家
庭
に
て
翌
ん
h
,
°
ま
す
。
外
の
遊
興
飲
食
し
た
と
き
で
婦
や
多
め
で
し
よ
5
°
寒
さ
は
一

ち
牛
豚
鶏
な
ど
の
肉
食
、
乳
牛
で
お
る
現
今
花
弁
園
芸
（
い
け
水
道
管
で
地
上
に
出
て
い
る
概
要
は
次
の
通
り
に
な
っ
て
女
の
接
待
が
あ
る
埠
合
は
、
こ
時
ぎ
び
し
く
な
ろ
程
度
で
平
均

に
よ
ろ
乳
製
品
、
鉛
卵
又
果
実
花
鉢
も
の
）
は
将
来
性
か
あ
る
部
分
に
は
適
当
な
保
混
を
施
し
お
り
ま
す
0

の
分
は
別
計
”
さ
れ
遊
興
飲
食
で
は
や
や
高
め
で
し
よ
う
。
f

5

患
大
な
ど
の
生
産
に
対
し
農
菜
―
―
-
、
労
仇
力
調
製
に
よ
る
長
業
て
下
さ
い
。
（
民
生
課
）
m
料
理
店
、
住
席
、
カ
フ
エ
1

分
の
料
金
は
l
I
I
の
取
扱
と
な
り
前
襦
地
方
気
象
台

健康家庭と

優良幼児表彰

（写哀説明健腹家庭と

値良幼児表彩風景）

て
、
年
間
を
通
じ
て
開
設
す
例
年
通
り
十
二
月
十
三
日
役
場

ろ
0

に
於
て
三
ケ
年
以
上
の
健
康
家

五
、
統
合
実
施
後
の
整
備
計
画
庭
と
、
昭
和
三
十
六
年
度
優
良

乳
幼
児
に
記
念
品
を
贈
り
表
彰

次
の
諸
施
設
を
可
及
的
速
か

し
た
。

に
整
備
す
る
。

健
康
家
庭

1

中
学
校
屋
内
体
操
場
の

建
設

2
中
学
校
プ
ー
ル
の
建
設
十
二
年
小
林
網
次
郎
、
八
年
丸

3

西
小
学
校
屋
内
体
操
褐
山
未
吉
、
五
年
図
部
せ
い
、
四

の
魏
骰
江
森
峯
三
郎

4
小
学
校
プ
ー
ル
の
建
設
優
良
乳
幼
児
（
順
位
不
同
）

5
社
会
数
育
施
設
の
充
実
江
黒
野
木
村
崇
、
二
十
里
登
、

斗
合
田
描
本
文
夫
、
千
津
井
横

強
化

塚
宣
、
杉
山
規
代
美
、
江
口
荒

井
利
幸
、
新
里
浦
野
い
づ
み
、

栢
原
関
口
始
、
吉
六
一
芙
、
南

大
島
森
尻
高
男
、
大
輻
原
口
京

子
、
川
俣
吉
田
浩
明
、
大
佐
貝

眩
木
礼
子
、
折
原
年
子
、
篠
木

弘
好尚

一
、
二
年
健
庚
家
庭
は
五

十
七
世
帯
で
し
た
。
（
民
生
課
）



る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
本
年
夏
す
る
こ
と
に
よ
り
完
全
と
な
ろ
燐
菜
用
耕
狂
様
を
ナ
ン
ー
パ
な
つ
て
居
り
ま
す
0

ト
レ
ラ
ー
を
と
き
八
九

0
円
口
耕
転
面
積
が
―

1
0反
を
超

児
童
扶
養
の
洪
水
に
相
当
な
効
果
を
発
揮
わ
け
で
あ
ま
す
り
し
で
道
路
上
を
迎
．
勺
し
ま
す
と
つ
け
な
い
も
の
で
も
原
動
機
に
保
険
は
九
ヶ
月
で
も
一
ヶ
年
過
す
る
場
合
に
は
超
過
面
礼

印
し
ま
し
た
が
こ
の
工
事
が
完
了
交
通
取
締
上
及
び
自
動
車
車
輛
よ
り
陸
上
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
で
も
任
意
で
す0

積
一
反
当
り
に
付
償
却
年

現
ー
法
の
違
反
と
な
り
ま
す

0

を
目
的
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
結
局
九
ヶ
月
の
と
き
一
、
二
割
額
の
一
―

1
0％
を
二
〇
反

手
当
を
支
給
這
身
体
障
害
者
更
正
指
導
所
ぃ
賢
闘
謬
旦
[
『

I
T
]琵
O
P
l
←
げ
旦
、
[
[
製
紅
口
昇
~

正
入
所
者
募
集
．
さ
）
リ
ー
な
ど
を
つ
け
、
運
行
の
と
：
特
点
．
て
控
除
す
る
但
し
超
過
面

塑
子
家
庭
の
保
額
の
一
環
と
し
格
者
が
、
前
年
に
お
い
て
十
―
―
―
坪
手
足
や
体
の
不
自
由
な
人
で
技
洋
裁
定
貝
一

0
名
き
に
小
型
車
綸
を
つ
け
る
、
中
印
告
に
し
て
、
ナ
ン
パ
ー
が
積
は
一

1
0反
歩
迄
と
す
る

号
て
施
行
さ
れ
た
児
童
扶
捉
手
当
万
円
（
児
互
一
人
に
つ
き
＝

1
-万
の
術
も
な
く
就
激
に
困
つ
て
い
る
洋
服
定
目
一
〇
る
下
’
を
型
以
上
の
耕
転
磯
も
軽
自
動
車
取
付
け
て
あ
れ
ば
、
長
菜
所
面
P
l
-
-
®

沖
人
は
あ
り
ま
せ
ん
か
0

靴
定
負
一

0

名
ギ
？
告
乍

0
0
.

4

法
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
円
を
加
ね
す
ろ
）
を
こ
え
る
所
井
f
)
ー
と
な
り
ま
す

0

得
計
ヰ
上
、
次
の
方
法
で
そ
H
®

』
0
0
的
~

こ
ん
な
人
々
の
為
に
県
で
は
身
各
課
目
一
ケ
年

1

利
ー
4
7
~

3
-

、
制
定
の
目
的
得
を
有
し
た
と
き
は
支
給
し
な
輝
体
阻
害
者
更
生
指
導
所
を
前
梱
三
、
募
梨
月
日
必

5

．
未
だ
申
告
し
な
い
方
が
あ
る
と
の
年
の
長
業
所
得
か
ら
特
別
し
i

o
4
x
·

第
母
子
家
庭
等
が
四
か
れ
て
い
い
。

m

市
国
領
町
六
十
番
地
に
設
骰
し
毎
年
一
月
一
日
よ
り
二
月
十
十

6

レ
｀
~
か
想
い
ま
す
が
、
·
そ
の
方
は
至
急
償
却
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
有
~
0
0
1
円
円

る
経
済
的
社
会
的
状
況
に
か
ん
1
4
1
母
又
は
そ
の
他
の
受
給
資
ェ
て
四
年
に
な
り
修
禁
生
も
八
十
日
ま
で
の
閻
ー
＇
っ
以
県
自
家
用
自
動
車
組
合
館
林
支
（
例
）
動
力
耕
転
猥
の
所
得
計
繹
円
1
6
9
5
7
0
3
9
9

が
み
、
父
と
生
計
を
異
に
し
て
格
者
の
扶
菱
裟
粘
者
が
、
前
年
水
四
名
を
ヰ
ヘ
伺
れ
も
就
職
い
た
四
、
入
所
の
手
続

L
」
ノ
一
日
部
（
警
察
前
）
へ
お
出
の
上
、
下
ヰ
上
の
特
別
控
除
隈
0
5
0
格
（
数
2
0
9

且

い
る
児
政
を
監
護
し
て
い
る
母
に
お
い
て
、
様
準
世
格
に
し
て
叫
し
て
お
り
ま
す
。
―

-
H
'七
年
度
入
所
願
、
履
歴
む
、
戸
籍
抄

5

記
に
よ
っ
て
手
絨
を
す
ま
せ
て
耕
伝
椴
の
取
得
価
格
一
六
万
転
合
ぷ
価
5
年
―
―

等
に
対
し
、
児
食
投
手
当
を
五
十
万
円
程
度
以
上
の
所
得
が
幹
入
所
生
（
第
五
期
生
）
の
サ
集
本
、
随
腹
診
断
書
を
役
褐
を
通
凶
籾
ー
下
さ
い
。
円
と
し
て
耕
場
―
―
存
用
年

支
給
し
、
児
秋
の
福
祉
培
進
を
あ
る
と
き
は
支
給
し
な
い
°
央
も
せ
ま
つ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
じ
捉
出
す
ろ
こ
と
に
な
つ
て
い
年
炉
←
塁
⑭
持
参
す
る
も
の
△
一
般
経
費

5知
田
虚
輝
残
呼
耐
召

図
る
。
口
手
当
額
中
戸
庄
謬
鱈
翌
心
謬
f
j
C
[
立
い
所
後
の
畠
耕
ノ
し
④
認
印
大
型
耕
転
撥
耕
転
面
積
一
反
l
l
D
麟
ユ
雰
闘9

呻

-
l
.
-、
内
定
の
要
点
児
登
扶
菱
手
当
の
額
は
、
児
其
役
場
の
民
生
課
又
は
福
祉
甲
務
入
所
苔
は
授
業
料
、
数
材
双
ン
入
＠
回
渡
盆
販
売
）
証
明
告
又
は
当
り
六
七

0

円
例
今
栢
一
1
5
骸
得
1
6
4
,

日
ラ
9
9
.
'
i
件
童
一
人
の
場
合
は
月
八
百
円
、
⑮
所
に
御
問
合
せ
下
さ
い

0

等
免
除
、
全
員
寄
宿
舎
に
収
容
田
m

購
~
車
名
、
直
・
体
の
型
式
、
車
体
普
通
型
耕
転
俄
”
＂
（
（
（
取
＂
―

I
l
l
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
二
人
の
場
合
は
千
一
面
円
、
三
一
、
入
所
で
き
る
人
し
て
食
殺
は
一
ヶ
月
一
一
、
二

0

迄
下
ナ
～
番
号
、
エ
ン
ヂ
ン
の
型
式
、
五
七

0
円
控
除
す
る
経
費
®
+
®
I
I
―
―

後
、
父
と
生
計
を
異
に
す
る
児
人
以
上
の
坦
合
は
千
一
＿
百
円
に
身
体
関
害
者
手
帳
を
持
つ
て

0
円
程
度
で
す
が
屯
1
0
に
よ
っ
ェ
ン
ヂ
ン
番
号
を
メ
モ
し
た
小
型
耕
転
梱
”
”
二
、
九
四
九
円

艮
＂
＂
｀
、
父
が
死
．
亡
し
た
児
飲
、
父
三
人
以
上
の
一
人
に
つ
き
二
百
い
る
人
で
精
神
病
又
は
伝
染
性
て
は
之
を
免
除
す
る
こ
と
も
出
血
底
も
の
四
七

0
円
こ
の
二
二
、
九
幽
九
円
が
特
別

幸
·
の
病
気
の
な
い
人

0

来
ま
す
修
業
后
は
就
峨
の
あ
っ
◎
ナ
ン
パ
ー
代
（
陸
運
事
務
所
△
滅
価
供
却
額
に
控
除
に
な
り
ま
す
が
、
ナ
ン

註
打
＂
悶
昇
い
芸
註
J
l
た
額
と
す
る
゜
土
地
改
良
事
業
酎
修
業
課
目
、
定
負
、
修
菜
旋
も
い
た
し
ま
す
。
（
民
生
課
）
現
在
（
十
二
月
）
明
和
村
で
台
払
込
料
共
）
を
―

-
0円
日
耕
転
而
g

-
O反
以
下
パ
ー
の
交
付
を
う
け
て
い
な
い

母
が
監
護
し
て
い
る
坦
合
及
び
児
蛮
扶
菱
手
当
の
支
払
は
、
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る
農
業
用
自
動
車
賠
償
保
険
九
ヶ
月
の
の
蝸
合
は
そ
の
償
却
頷
の
と
控
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

耕
転
磯
は
一
六
0
台
余
り
と
な
と
き
七

0
0
円
、
一
ケ
年
の
七

0
％
を
控
除
す
ろ
。
（
税
務
課
）

広
印
L言
[
m麟
[
”
一
い
げ
ぃ
紅
印

5
5

中
央
幹
線
排
水
路
完
成
近
し
明
る
い
越
年
運
動
実
施
北
軋
伽
聞
軋
乱
＼
軋
訓

r
'祉州
閲
軋
‘
軋
伽
閲
軋
祉
＞
，

1
1
1
胤
'
I
i
l
，
仙
伽
じ

1
1
1
、
圃
＇
h．
,

る
°
定
幣
求
書
に
前
年
度
の
所
得
状
本
村
の
土
地
改
良
事
業
も
進
ん
本
年
度
は
中
央
幹
線
排
水
と
し
は
畔
五

5臼”
5韮
”
I
t
丘

[
5炉
芦
げ
←
い
疇
ピ
応
心
戸
家
屋
の
新
、
増
築
、
取
毀
な
ど
の
に
対
し
、
こ
れ
に
必
要
な
理
論
を
二
学
年
に
分
け
る
、
各
学
年

1
2
1
母
若
し
く
は
そ
の
他
の
受
況
届
を
添
え
て
貼
に
提
出
す
る
で
本
年
の
工
事
で
区
画
整
理
は
て
江
口
誹
水
と
江
黒
排
水
を
結
及
び
実
習
を
数
授
す
る
。
は
、
前
期
と
後
期
に
分
け
、
前

村
馨
格
者
又
は
児
童
が
公
的
年
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
殆
ど
完
了
に
近
く
、
媒
営
事
栗
ぶ
排
水
路
を
工

m

中
で
あ
り
ま
旺
悶
韮
昂
麿
巴
叡
：
い
知
尉
認
謬
謬

”
5
と
き
は
必
ず
届
出
を
入
学
資
格
期
を
四
月
一
日
か
ら
九
月
一
―
-
+

金
を
受
け
て
い
る
い
る
と
き
は
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
役
鴇
も
上
流
利
根
加
用
水
の
舗
装
は
す
、
こ
の
排
水
路
は
、
明
年
更
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
四
万
九
者
及
び
長
期
入
院
忠
者
に
も
慰
家
屈
の
新
、
培
築
な
ど
の
と
家
屋
を
新
築
、
団
築
な
ど
の
主
い
ば
⑬
畔
諒

5〖m
K
L
5
碑
珪
コ5-―
―
戌
這
旺

5臼
←
珪
¢

き
は
建
築
基
準
法
に
よ
っ
て
、
と
き
は
必
ず
届
出
を
し
て
下
さ
十
二
年
の
学
校
激
育
を
終
了
し
入
学
手
統

支
給
し
な
い
。
民
生
課
に
御
問
合
せ
下
さ
い

0

終
り
排
水
路
も
谷
田
川
（
通
ず
に
下
流
の
第
一
一
捗
水
猥
坦
迄
工
千
三
百
＝
＝
十
円
募
金
が
あ
つ
ま
問
品
を
贈
り
ま
し
た
。

n
m

母
又
は
そ
の
他
の
受
給
資
（
民
生
課
）
る
五
本
共
完
成
し
ま
し
た
。
事
を
施
行
し
新
設
排
水
環
を
造
り
ま
し
た
、
早
速
生
活
に
困
る
（
民
生
諜
）
必
ず
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
つ
い
。
又
取
毀
し
た
と
き
も
届
出
た
者
。
一
、
入
学
願
杏
二
‘
履
歴
書

手
｀
二
、
文
部
大
臣
が
右
と
同
上
以

去
芸
丑
君
君
昔
吾
昔
君
君
且
吾
君
苔

8苓
君
苓

5
君
君
i
iri
と
ま
吾
君
苓

5芸
君
君
吾
茎
吾
君
君
工
芸
君
君

8
吾
君
昔
君
芸
君
苔
君
芸
君
吾
且
て
お
り
ま
す
。
た
ま
た
ま
本
村
を
し
て
下
さ
悶
そ
し
て
し
っ
三
、
戸
籍
抄
本
四
、
最
終
学

に
於
て
は
殆
ん
ど
許
可
を
う
け
も
課
説
台
帳
と
実
熊
と
が
一
致
げ

5噴
格
を
有
す
る
と
認
定
し
校
卒
菜
の
証
明
書
及
び
成
績
証

す
°
思
は
れ
ま
す
°
従
っ
て
こ
の
本
つ
て
よ
い
成
組
を
あ
げ
て
お
り
ろ
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
届
出
し
て
課
税
誤
り
の
な
い
よ
う
皆
三
、
滴
十
八
才
以
上
の
女
子
で
明
書
五
、
健
艇
診
断
否
六

明
正
し
い
申
告
マ
）
国
税
の
所
得
税
に
於
て
は
早
人
の
杏
い
た
申
告
杏
と
い
う
も
ま
す
°
を
し
な
い
方
が
相
当
見
受
け
ら
さ
ん
の
一
屈
の
御
協
力
を
お
願
あ
っ
て
、
児
童
福
祉
法
に
よ
ろ
半
臼
盟
渭
評
一
日
か
ら

く
か
ら
こ
の
申
告
納
付
の
制
度
の
は
韮
要
な
掛
類
に
な
っ
て
く
然
し
一
部
滞
納
者
に
於
て
「
れ
る
よ
う
で
す
が
建
築
統
計
ゃ
い
致
し
ま
す
。
尚
、
概
ね
一
万
児
意
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
二

年
以
上
児
意
の
保
護
に
従
市
し
二
月
二
十
八
日
ま
で

を
行
っ
て
お
り
十
年
余
り
と
な
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
必
ず
申
い
つ
か
と
り
に
く
る
だ
ろ
う
」
固
定
只
産
の
課
和
上
ど
う
し
て
円
以
上
の
家
屋
は
届
出
し
て
戴
尚
そ
の
他
詳
し
い
事
に
つ
い

自
主
納
税
っ
て
お
り
ま
す
の
で
納
税
者
も
告
す
る
習
慣
を
つ
け
る

0

今
度
と
い
う
考
へ
で
放
牲
し
て
お
く
も
そ
の
実
態
を
把
掘
し
て
お
く
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
猛
デ
負
は
百
人
て
は
役
場
民
生
課
に
御
問
合
せ

税
務
署
も
相
当
習
熱
し
て
参
り
の
改
正
で
は
所
得
税
と
同
じ
よ
こ
と
は
自
ら
不
利
に
な
ろ
こ
と
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す

0

修
菜
年
限
は
子
年
と
し
、
こ
れ
下
さ
い
。
（
民
生
課
）

．
．
«
税
務
行
政
の
近
代
化
ま
し
た
。
地
方
税
に
於
て
は
ま
う
に
申
告
し
な
い
と
き
は
控
除
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
納
和
の

だ
仲
々
そ
の
成
ま
で
達
し
て
お
額
な
ど
認
め
な
い
方
針
を
と
つ
原
則
に
た
つ
て
徴
収
場
所
に
持
紅
叫
饂
畑
辛
庄
饂
叩
玲

5琴
該
の
お
知
ら
せ
心
配
ご
と
の
タ
コ
上
げ
は
感
電

り
ま
せ
ん
。
今
度
の
改
正
に
於
て
居
り
ま
す
の
で
注
意
を
要
し
参
し
て
納
入
す
る
と
い
う
ふ
う

納
税
に
つ
い
て
は
御
理
解
と
的
科
学
的
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
も
少
な
く
と
い
う
考
へ
方
が
頭
相
談
所
開
設
し
な
い
よ
う

て
、
こ
の
地
方
税
に
つ
い
て
も
ま
す
°
に
心
が
け
て
行
く
こ
と
が
お
互
村
で
は
一
月
早
々
次
の
要
領
で
全
員
に
実
施
す
る
。

御
協
力
を
戴
い
て
お
り
厚
く
御
又
納
税
に
つ
い
て
も
最
近
特
に
一
の
隅
に
あ
る
限
り
仲
々
実
行
お
正
月
で
凧
を
上
げ
る
季
節

申
告
制
度
を
国
税
に
準
じ
て
行
次
に
「
自
主
納
税
」
に
つ
い
に
明
る
い
民
主
的
な
税
務
行
政
妊
産
婦
検
診
を
行
い
ま
す
。
曰
指
迅
、
要
注
意
者
に
対
し
て
明
和
村
社
会
福
祉
協
誤
会
で

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
『
県
等
に
於
て
は
自
主
納
税
を
強
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ
と
で
す
が
、
問
線
の
そ
ば
で
凧
は

う
と
い
う
方
向
に
決
定
づ
け
ら
て
考
へ
て
見
ま
し
よ
う

0

と
い
え
る
で
し
よ
5
0
滞
酌
者

l

、
方
針
日
妊
産
婦
の
罹
病
は
保
健
婦
、
助
産
婦
、
栄
養
士
は
住
民
の
福
祉
向
上
を
図
る
総
上
げ
な
い
で
下
さ
い
。

こ
こ
に
昭
和
一
二
十
七
年
の
新
謂
し
、
湘
納
者
に
対
す
る
渠
金
を
早
く
払
拭
し
て
正
し
い
申
告
率
の
低
滅
等
を
図
る
た
め
年
間
の
家
庭
訪
問
に
よ
り
一
般
指
導
各
民
生
委
員
が
相
談
負
と
な
っ

れ
、
従
来
も
村
民
科
の
申
告
苔
税
は
瞑
則
的
に
は
納
税
者
自
の
家
を
個
人
に
周
り
集
金
的
徴
万
一
雹
線
に
か
ら
ん
だ
時
は

し
い
年
を
迎
へ
て
税
務
行
政
の
的
な
徴
収
方
法
は
脱
却
し
つ
つ
を
す
る
訓
練
を
す
る
こ
と
が
先
二
回
の
集
団
検
診
を
実
施
し
て
を
行
う
。
血
圧
測
定
、
下
肢
の
て
生
活
上
の
問
題
、
腺
業
問
題

あ
り
方
等
に
つ
い
て
申
し
上
げ
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
い
決
で
す
、
こ
の
正
し
い
申
告
に
等
を
お
願
い
致
し
て
居
り
ま
し
身
が
自
ら
収
入
役
へ
納
め
る
と
収
方
法
は
お
互
に
気
持
の
よ
い
要
注
意
者
に
は
充
分

m
後
指
迅
浮
腫
の
有
無
、
腱
反
射
そ
の
他
家
事
の
問
題
、
児
童
問
題
、
母
子
供
さ
ん
が
胃
柱
に
昇
ろ
事
は

今
後
皆
様
の
一
段
の
御
協
力
を
つ
に
な
っ
て
も
旧
殻
を
脱
せ
ず
よ
っ
て
、
税
務
車
務
は
簡
紫
合
た
が
税
法
の
改
正
に
伴
つ
て
新
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
を
行
い
母
体
保
護
等
の
指
氾
も
疾
患
の
有
無
等
に
つ
い
て
一
般
子
関
係
の
問
題
、
土
地
家
屋
の
非
常
に
危
除
で
す
か
ら
絶
対
に

昇
ら
な
い
で
下
さ
い
、
そ
の
掲

合
最
寄
り
東
京
電
力
の
営
業
所

日
お
願
い
し
ま
す
。
薮
税
費
の
節
滅
も
出
来
ず
、
近
理
化
さ
れ
ま
す
。
こ
の
申
告
が
し
い
様
式
で
お
願
い
す
る
こ
と
租
そ
の
も
の
が
公
共
的
な
も
の
閲
題
も
や
は
り
「
正
し
い
申
告
行
う

0

妊
産
婦
の
血
液
検
査
を
診
察
を
行

5
0

日
時
及
び
掲
所
問
題
、
医
寮
問
図
、
結
婚
問
題

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
猥
栴
に
於
て
も
そ
」
同
様
理
想
的
に
な
る
に
は
容
行
い
栴
毒
早
期
発
見
治
預
に
つ
一
月
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
三
民
事
関
係
の
問
題
等
を
解
決
い

0

「
申
告
‘
納
付
」
こ
の
こ
と
代
的
な
租
務
行
政
は
お
ろ
か
昔
出
て
こ
な
い
た
め
関
宜
を
や
り
に
＿
）
委
託
取
次
店
お
知
ら
せ
下
さ
い

ふ
だ
ん
筆
を
も
た
な
い
と
「
の
よ
う
な
原
則
に
た
っ
て
、
出
易
で
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
と
め
ろ
0

時
ま
で
西
部
公
民
館
。
一
月
十
た
す
べ
く
柑
談
所
をO
O設
ぃ
t

ー
が
税
経
行
政
巴
民
主
的
な
あ
り
に
後
退
し
な
い
と
も
限
り
ま
せ
更
正
決
定
を
や
り
、
加
江
税
を
直
ち
に
係
員
が
お
伺
い
い
た
し

徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
そ
の
印
壱
く
」
と
い
う
こ
と
を
兎
角
お
来
る
だ
け
徴
収
経
費
を
最
小
限
う
ゆ
う
方
向
に
む
か
つ
て
改
善
口
対
象
者
、
涯
網
分
娩
後
半
年
七
口
午
前
九
時
よ
り
十
一
時
ま
し
て
お
り
ま
す
の
で
こ
れ
ら
問
ま
す
。

月
方
で
あ
り
ま
す
°
個
人
個
人
が
ん

0

妊
婦
、
妊
娠
後
分
娩
迄
の
妊
婦
で
中
部
公
民
館0
午
後
一
時
よ
阻
等
の
あ
る
方
は
相
談
員
の
と

つ
く
5
が
る
の
で
す
が
、
「
自
に
と
ど
め
て
、
そ
の
納
入
さ
れ
さ
れ
て
行
く
よ
う
共
々
御
努
力

そ
の
所
得
な
ど
に
つ
い
て
正
し
従
っ
て
こ
の
「
申
告
」
と
「
務
は
物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
妊
娠
経
過
中
に
合
併
疾
患
の
あ
り
一
ー
一
時
ま
で
東
部
公
民
館
に
て
こ
ろ
申
し
出
で
御
利
用
下
さ
る
—
_
ー
|
ー

ー
い
申
告
を
し
て
、
そ
し
て
自
主
自
主
納
税
」
こ
れ
が
民
主
的
な
相
当
な
泣
と
な
り
お
互
に
損
失
ら
書
く
」
と
い
う
習
慣
を
つ
け
た
税
を
効
果
的
に
住
民
福
祉
に
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
っ
た
者
及
び
結
核
の
既
往
あ
る
行
う

0

母
子
手
帳
実
安
五
十
円
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
村
の
水
i
道
で

年
的
に
納
税
す
る0
古
く
は
賦
課
税
務
行
政
の
大
き
な
碁
調
を
な
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
°
ろ
心
構
が
必
要
で
す
。
自
分
に
む
け
る
考
〈
方
と
思
は
れ
ま
す
税
務
行
政
の
近
代
化
は

m

務
も
の
に
実
施
す
る
、
血
液
検
査
お
持
ち
下
さ
い
。
（
民
生
課
）
（
民
生
課
）
村
の
水
道
工
事
費
は
皆

7

課
税
の
方
法
が
沢
山
と
ら
れ
て
す
と
思
は
れ
ま
す
。
こ
う
ゆ
う
こ
と
は
よ
く
分
つ
て
掛
け
な
け
れ
ば
忌
子
に
杏
か
せ
然
し
個
人
個
人
が
納
入
す
る
と
猥
披
の
導
入
や
帳
票
の
改
善
の
は
既
往
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
様
の
郵
便
局
の
簡
品
保
険

る
と
い
う
こ
と
で
、
出
来
ろ
限
い
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
納
税
み
で
な
く
、
こ
の
「
正
し
い
申

3

お
り
、
住
民
和
に
つ
い
て
も
見
先
．
っ
「
申
告
」
に
つ
い
て
考
居
つ
て
も
仲
2

実
行
さ
れ
な
い
福
祉
年
金
支
給
の
積
立
金
即
ち
簡
保
資
金

和
立
割
と
い
う
よ
う
に
村
攀
会
等
へ
て
見
ま
し
よ
う
。
「
正
し
い
と
い
う
か
げ
に
は
、
経
済
的
、
り
自
ら
処
理
す
る
よ
う
に
心
が
組
合
の
組
識
と
出
張
徴
収
日
を
告
」
と
「
自
主
納
税
」
は
近
代
罪
町
臣
位
直
小
古
士
尚
坐

P
四
[
丹
t
栄
子
臨
匹
て
-
一
ヽ
―
一

r
四
月
分
を
五
月
の
融
資
を
受
け
て
い
ま
す

に
於
て
、
所
得
に
関
係
な
く
課
申
告
」
言
う
こ
と
は
易
ぶ
す
社
会
的
な
色
＊
な
累
因
は
あ
り
け
な
い
と
、
民
主
化
が
す
す
め
設
け
て
集
合
的
な
徴
収
を
行
つ
化
の
大
き
な
要
素
と
申
せ
ま
し
六
日
に
五
、
六
、
七
、
八
月
分
昨
年
は
六
五

0
万
円
。

昭
科
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ぺ
て
の
人
々
が
こ
の
域
に
達
す
ま
し
よ
う
が
税
の
姿
を
正
す
た
ば
進
む
ほ
ど
税
に
限
ら
ず
色
々
て
い
る
の
が
現
況
で
す
。
本
村
ょ
5
o

C税
務
課
）
学
生
募
集
を
九
月
六
日
九
‘
+
、
十
一
、
今
年
は
九
六

0万
円
合
計

が
、
昭
和
二
十
四
年
の
税
制
改
る
に
は
仲
々
困
難
で
あ
ろ5

と
め
に
は
こ
の
コ
止
し
い
申
告
」
な
行
政
分
野
で
こ
の
申
告
と
い
に
於
て
は
皆
さ
ん
の
御
協
力
に
こ
の
学
院
は
、
児
意
福
祉
法
て
、
将
来
保
母
と
し
て
児
堂
の
十
二
月
分
を
一
月
六
日
に
そ
れ
一
、
六
一

0
万
円
で
す
。

正
に
よ
り
こ
れ
が
も
っ
と
民
主
思
い
ま
す
°
税
金
は
す
こ
し
で
が
―
つ
の
柱
と
な
っ
て
参
り
ま
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
来
る
と
よ
っ
て
酌
期
内
完
納
の
線
に
沿
に
よ
る
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
一
保
育
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
者
ぞ
れ
支
給
い
た
し
ま
す
。

(2) 
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